
米
國
経
涛
史
の
藷
問
題
及
び
文
獣
に
つ
い
て
（一）

鳥
　
勿
　
欽

郎

一
、

二
、

三
、

四
、

序
綴
説
的
問
題

植
民
地
時
代
の
諸
問
題

獲
立
駿
争
を
め
ぐ
る
諸
問
題

序
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米
國
経
済
史
と
い
う
研
究
分
野
は
、
從
來
わ
が
國
に
お
い
て
は
未
開
拓
の
領
域
で
あ
つ
た
。
戦
前
、
甑
に
可
成
の
研
究
書
、
謬
業
、
論

稿
が
護
表
さ
れ
て
は
い
た
が
、
そ
の
多
く
は
謂
わ
ば
総
論
乃
至
致
科
書
的
段
階
を
晩
せ
ず
、
オ
リ
ヂ
ナ
ル
な
研
究
は
殆
ん
ど
皆
無
の
扶
態

に
あ
つ
た
。
か
か
る
理
由
と
し
て
は
、
H
、
米
國
に
お
い
て
は
古
代
・
申
世
奥
を
鉄
き
、
わ
が
國
の
研
究
者
に
と
つ
て
世
界
史
的
た
共
通

課
題
と
し
て
の
研
究
－
た
と
え
ぼ
、
封
建
制
よ
り
賓
本
制
へ
の
移
行
と
い
つ
た
1
の
蟄
象
と
な
し
難
く
、
た
め
に
不
毛
の
壷
放
置
さ
れ
て

い
た
こ
と
、
θ
、
米
國
に
お
け
る
経
済
史
研
究
の
遅
滞
、
特
に
方
法
論
に
醤
す
る
關
心
の
稀
薄
さ
－
た
と
え
ぼ
、
史
學
と
経
済
史
學
と
の

聞
に
み
ら
れ
る
不
明
確
な
領
域
厘
分
－
な
ど
の
た
め
、
奥
學
の
領
域
に
お
い
て
は
と
も
か
く
経
済
史
の
分
野
で
は
研
究
者
を
吸
引
す
る
魅

力
に
鉄
け
て
い
た
こ
と
な
ど
、
米
國
経
済
史
が
本
來
有
し
た
研
究
螢
象
と
し
て
の
制
約
性
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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と
こ
ろ
が
・
戦
後
わ
が
國
の
お
か
れ
た
國
際
的
蓑
境
の
愛
化
と
、
米
國
が
世
界
経
済
に
占
め
る
役
割
の
著
る
し
い
向
上
に
件
っ
て
、
一

般
に
米
國
乃
至
米
國
経
携
に
蟄
す
る
研
究
は
急
激
に
増
加
し
た
。
か
か
る
傾
向
は
経
済
史
の
領
域
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
く
、
特
に
最

近
に
お
け
る
西
歓
経
済
史
家
の
一
九
世
紀
に
賢
す
る
關
心
の
増
大
に
つ
れ
て
、
こ
の
研
究
分
野
の
急
遠
た
る
充
實
が
要
請
さ
れ
る
に
至
つ

た
。
幸
い
に
し
て
、
最
近
わ
れ
わ
れ
は
米
園
経
済
史
に
闘
す
る
幾
多
の
オ
リ
ヂ
ナ
ル
な
研
究
の
護
表
を
も
つ
に
至
つ
た
の
で
あ
る
が
、
し

か
し
こ
れ
と
て
も
、
奮
來
の
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
奥
の
諸
研
究
に
比
較
す
る
な
ら
ぽ
、
質
・
量
と
も
に
未
だ
し
の
感
が
あ
る
と
云
わ
ね
ば

な
ら
ず
、
更
に
一
暦
の
研
究
の
深
化
を
期
さ
ね
ぱ
な
ら
た
い
扶
態
に
あ
る
。

　
一
般
に
、
西
洋
史
乃
至
西
洋
経
済
史
を
研
究
す
る
に
際
し
て
は
、
先
ず
第
一
に
厨
究
史
及
び
史
料
・
文
歓
の
研
究
が
不
可
鉄
の
前
提
と

し
て
要
請
さ
れ
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
米
國
を
研
究
蟄
象
と
す
る
場
合
に
、
↑
、
研
究
史
に
闘
し
て
は
、
史
學
に
比

し
て
経
済
史
學
が
蕃
る
し
く
弱
驚
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
わ
が
國
の
経
済
史
家
が
當
面
要
請
さ
れ
て
い
る
問
題
意
識
と
相
當
の
隔
差
が
あ

り
、
如
何
に
し
て
こ
れ
を
修
正
す
べ
き
か
と
い
う
問
題
に
直
面
せ
ざ
る
を
得
ず
、
⇔
、
文
蘇
に
關
し
て
は
、
た
工
え
ぼ
、
　
｝
弩
毒
、
o

○
巨
ま
8
＞
冒
①
ユ
o
彗
雪
g
o
ξ
の
如
く
更
學
の
領
域
で
は
極
め
て
詳
紬
な
書
目
が
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
経
済
史
の
分
野
で
は
こ
れ
を

得
が
た
く
、
豊
富
・
雑
多
な
文
歓
・
史
料
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
自
身
の
冒
的
に
藤
じ
て
、
不
充
分
な
が
ら
取
捨
選
揮
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
立
場
に

置
か
れ
る
こ
と
な
ど
、
こ
う
L
た
事
情
は
著
る
し
く
わ
れ
わ
れ
の
研
究
を
阻
害
し
て
い
る
と
云
え
よ
う
。

　
か
か
る
扶
態
の
下
に
お
い
て
は
、
米
國
経
済
奥
研
究
に
あ
た
つ
て
最
初
に
な
す
べ
き
こ
と
の
一
つ
は
、
米
國
及
び
わ
が
國
に
お
げ
る
研

究
史
乃
至
聞
題
史
の
整
理
で
あ
り
、
同
時
に
、
利
用
し
う
る
史
料
・
文
歓
類
の
所
在
の
確
認
i
外
國
史
の
場
合
に
は
こ
の
こ
と
が
最
も
重

要
で
あ
る
1
で
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
特
に
戦
後
、
各
大
學
・
圃
書
館
と
も
被
災
に
よ
り
藏
書
を
焼
失
し
た
虚
も
多
く
、
ま
た
鞍
後
牧
納

カ
タ
ロ
グ
の
嚢
行
に
は
程
遠
い
扶
況
に
あ
る
現
在
、
各
研
究
者
相
互
の
緊
密
な
協
カ
が
、
研
究
の
襲
展
の
た
め
に
縄
鞍
に
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
以
下
の
紹
介
に
闘
し
て
は
、
H
、
間
題
史
は
便
宜
上
極
め
て
重
難
的
に
焦
鮪
を
絞
り
、
そ
れ
に
麗
連
す
る
も
の
は
補
足
的
に
探
録
し
た
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こ
と
、
⇔
、
文
麟
は
経
済
史
に
重
鮎
を
置
ぎ
、
歴
史
部
門
か
ら
は
二
爽
的
に
の
み
探
録
し
た
こ
と
、
嘗
、

以
外
省
略
し
た
こ
と
、
四
、
掲
載
文
猷
の
あ
ど
の
（
　
）
内
の
記
號
は
早
稻
田
大
學
圖
書
舘
藏
書
番
號
、

示
す
こ
と
、
を
附
記
す
る
。

外
國
雑
誌
論
文
は
重
要
な
も
の

ま
た
＊
は
そ
れ
以
外
の
藏
書
を

二
　
纏
説
的
問

27

　
経
済
史
研
究
に
あ
た
つ
て
、
書
目
、
研
究
史
、
麟
典
、
地
園
、
統
計
、
定
期
刊
行
物
、
史
料
の
所
在
等
の
研
究
が
必
要
な
こ
と
は
論
ず

る
ま
で
も
な
い
。
さ
し
あ
た
つ
て
重
要
な
も
の
を
左
に
掲
げ
る
。

1
方
法
論
的
研
究

　
黎
9
匡
二
↓
ぎ
向
o
昌
o
昌
｛
o
冒
↓
彗
肩
①
訂
ゴ
昌
o
｛
雪
9
冒
く
．
H
竃
①
（
N
｝
ぎ
竈
蜆
）
　
O
凹
＝
彗
宗
5
ρ
㏄
二
勺
o
ω
芦
－
昌
o
｛
＞
冒
9
；
彗
；
ω
ε
｛
1

　
岩
お
（
同
o
嵩
竈
）
向
彗
量
員
国
－
峯
’
↓
ぎ
向
8
竃
邑
o
；
蟹
N
軸
3
目
o
｛
匡
ω
8
ミ
彗
o
o
；
巾
『
向
8
自
o
邑
o
ω
9
昌
舅
ε
畠
o
o
o
巨
①
a
長
胃
一

　
＞
1
竃
J
之
O
ミ
≦
O
奏
勺
O
ぎ
房
ぎ
〉
旨
O
ユ
O
彗
雪
9
0
ミ
．
（
N
自
宝
H
O
爵
）
ω
O
厨
冒
彗
一
軍
戸
＞
二
弓
ぎ
向
8
昌
邑
O
－
葦
宰
員
9
與
一
一
昌
O
｛
量
9
0
ξ
．

　
－
旨
べ
（
N
曽
冨
H
2
L
ぎ
）
　
ω
ぎ
O
壷
ぎ
甲
竃
j
＞
、
富
貯
8
8
■
S
目
O
昌
a
；
絡
O
蔓
ー
お
窪
　
幸
O
m
箒
H
冒
凹
P
考
．
－
J
ω
O
膏
O
塞
頸
曽
庄
冬
O
｝
O
宗

　
－
目
向
〔
o
曽
9
自
ざ
　
匡
－
9
o
『
く
．
（
↓
げ
①
－
〇
一
』
『
目
巴
o
｛
ω
o
τ
昌
o
巾
〇
一
』
団
H
ド
①
ユ
メ
］
≦
印
H
o
F
H
o
心
N
）
峯
ユ
匝
q
プ
戸
　
O
．
一
く
J
↓
｝
o
オ
印
↓
目
『
o
頸
目
庄
○
『
－
o
o
巨
く
o
ω
o
H

　
－
8
昌
昌
ざ
雪
ω
8
q
．
（
↓
ぎ
－
o
毒
畠
－
o
｛
勺
o
－
ヨ
富
－
｝
8
■
o
昌
き
く
o
戸
墓
）

　
　
以
上
の
文
猷
は
、
米
國
経
済
史
に
麗
す
る
方
法
論
の
目
安
と
し
て
撃
げ
た
に
す
ぎ
な
い
。
わ
れ
わ
れ
が
米
國
経
湾
史
を
研
究
す
る
に
あ
た
つ
て
は
、

　
廣
く
わ
が
國
の
経
済
史
學
界
の
理
論
水
準
を
前
提
と
し
、
そ
の
上
で
問
題
の
究
明
を
行
わ
ね
ぱ
な
ら
ぬ
の
は
勿
論
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
日
本
及
び

　
西
歓
経
済
史
に
お
げ
る
方
法
論
・
問
題
史
に
野
す
る
關
心
が
必
要
と
さ
れ
る
。

2
研
究
吏
・
文
獣
周
録

　
　
経
済
史
と
L
て
撃
げ
う
る
の
は
U
名
片
．
o
｛
＞
血
q
ま
巳
9
員
勾
①
｛
彗
彗
o
窪
昌
厚
昌
o
邑
o
｝
軍
o
ミ
麸
里
雲
巾
5
o
片
寄
器
団
『
9
彗
～
ω
9
身
．
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H
竃
㊦
1
向
包
ミ
彗
創
9
貝
向
二
＝
ω
一
9
＞
冒
O
ユ
O
昌
向
8
昌
旨
ざ
＝
一
9
0
ユ
窃
－
岩
竈
1
｝
霊
易
．
甲
巾
’
曽
雲
O
閑
竃
冨
一
鶉
一
目
＞
旨
撃
一
〇
彗
雪
9
0
ミ
一

N
己
＆
。
お
も
が
あ
る
が
、
十
分
な
も
の
で
は
な
い
。
最
も
詳
細
な
の
ぱ
、
史
學
闘
係
の
も
の
で
は
あ
る
が
匡
彗
姜
ぎ
ρ
＆
。
葭
彗
く
弩
｛
o
色
密

8
＞
昌
o
工
o
彗
蟹
阻
o
｛
．
お
竈
（
・
）
で
あ
る
。
総
頁
六
九
〇
頁
に
及
び
、
時
代
・
問
題
別
に
徴
紬
な
ま
で
に
論
文
を
網
羅
し
て
お
り
、
銃
刊
の
闘

係
書
籍
論
文
を
識
る
の
に
便
宜
で
あ
る
。
但
し
文
猷
解
誘
は
敏
く
。
都
門
別
文
麟
目
録
と
し
て
は
、
　
雰
邑
9
ω
。
p
o
目
己
①
8
U
o
b
一
〇
昌
き
o

雪
9
0
｛
良
艘
O
F
H
．
ω
．
一
勾
．
O
邑
L
湯
O
（
U
Ω
ω
ω
§
一
窒
H
O
）
　
向
匹
老
胃
9
貝
向
二
曽
；
O
宵
岩
巨
く
O
｛
亭
O
雪
9
0
｛
O
｛
＞
零
ざ
自
斥
胃
O
ぎ
；
O

ζ
．
ω
1
岩
8
　
－
彗
ω
g
’
声
雪
j
o
邑
箒
8
｝
嘉
ぎ
竈
ω
雪
g
昌
㌣
．
H
竃
o
（
＃
）
↓
膏
篶
グ
句
」
．
俸
書
睾
ぎ
句
二
－
華
艮
カ
艮
雪
彗
8
昌
叶
ぎ

雪
撃
o
ξ
o
｛
奏
鶉
F
δ
s
奏
o
H
ぎ
竃
一
乞
二
里
巨
品
H
毫
ξ
o
｛
多
o
2
晶
；
ぎ
ま
ユ
s
彗
｛
＞
昌
①
ユ
s
一
宕
ミ
な
ど
が
あ
る
が
、
特
に
ラ
ー
ス

ソ
の
「
企
業
史
案
内
」
は
解
誘
を
含
み
、
経
済
史
關
係
の
重
要
文
蘇
を
多
く
と
り
あ
げ
て
い
る
の
で
憤
値
が
大
き
い
。
そ
の
他
米
國
史
の
研
究
史
と
し

て
は
黒
二
呉
坪
声
一
＞
冒
翌
g
貝
雪
g
o
｛
彗
o
目
g
邑
彗
吻
．
H
⑩
竃
（
・
）
が
新
し
い
が
必
ら
ず
し
も
経
済
史
研
究
に
直
接
役
立
つ
わ
け
で
は
な

い
。
し
か
し
、
－
印
亭
頸
昌
一
冨
’
↓
ξ
－
o
■
ρ
内
一
一
俸
尋
巨
o
＝
聾
一
ρ
戸
①
詠
－
一
勺
『
o
げ
－
①
昌
ω
ま
＞
冒
①
工
s
胃
葭
涼
ε
H
｝
・
岩
お
－
（
＊
）
■
8
わ
〇
一
戸

勺
■
ミ
・
俸
＝
鼻
一
＞
。
ω
．
＆
ω
二
勺
『
O
巨
9
轟
ぎ
＞
目
艮
O
彗
雪
血
一
〇
｛
岩
竃
は
、
要
を
得
た
編
集
に
よ
り
問
題
史
別
に
諸
家
の
意
見
を
抜
牽
し
た

も
の
で
経
濱
史
研
究
の
た
め
に
も
便
宜
で
あ
り
宥
釜
で
あ
る
。
．

　
邦
語
文
猷
と
し
て
は
、
一
橋
大
學
新
聞
杜
編
「
経
濟
學
研
究
の
栞
　
第
三
塞
函
洋
経
済
史
編
」
（
昭
二
五
）
の
小
原
敬
土
氏
の
紹
介
が
最
も
精
し
い
が

現
在
で
は
、
更
に
補
充
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
融
井
上
幸
治
・
林
建
太
郎
編
「
西
洋
史
研
究
入
門
」
（
昭
二
九
）
の
藩
水
博
氏
の
紹
介
は
新
し
い

文
戯
を
多
く
含
み
有
霊
で
あ
る
が
、
経
濟
史
を
勢
象
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
論
文
と
し
て
は
、
高
村
象
苧
「
最
近
十
年
聞
の
米
國
経
済
史
學
界
」
（
杜

曾
経
溝
史
學
」
一
六
の
三
）
、
高
村
象
雫
・
申
村
勝
巳
「
ア
メ
リ
カ
経
済
史
學
界
最
近
の
動
向
」
（
「
同
」
二
〇
の
四
・
五
・
六
）
　
が
問
題
史
的
に
も
重
要

で
あ
ろ
う
。
わ
が
國
の
米
國
研
究
は
、
経
済
史
よ
り
歴
史
の
方
が
俸
統
も
古
く
量
的
に
も
多
い
た
め
、
史
學
關
係
の
論
稿
の
方
が
蓬
か
に
多
い
。
研
究

史
と
し
て
は
申
屋
健
一
「
米
國
史
研
究
入
門
」
（
昭
二
七
）
　
が
適
切
に
米
國
史
學
史
を
紹
介
し
て
お
り
、
論
文
と
し
て
は
、
今
澤
晃
「
二
十
世
紀
ア
メ

リ
カ
史
學
の
歩
み
」
・
（
「
ヒ
ス
ト
リ
ア
」
第
四
號
）
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
H
・
ノ
ー
ル
ズ
「
最
近
に
お
げ
る
ア
メ
リ
カ
史
學
の
襲
達
」
（
「
史
學
雑
誌
」
昭
二
五
二

一
月
號
）
高
木
八
尺
「
ア
メ
リ
カ
に
お
げ
る
歴
史
研
究
の
動
向
と
吾
國
の
ア
メ
リ
カ
研
究
に
關
す
る
＝
示
唆
」
（
「
ア
メ
リ
カ
研
究
」
一
九
五
〇
・
一
〇
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月
號
）
　
豊
川
良
一
「
最
近
の
ア
メ
リ
カ
史
學
」
（
「
歴
史
學
研
究
」
一
六
四
號
）
申
屋
健
一
「
米
國
に
お
け
る
南
都
史
研
究
の
現
況
」
（
「
史
學
薙
誌
」

　
六
〇
篇
六
號
）
な
ど
が
あ
る
。

3
　
議
典
類
・
地
圏

　
　
経
済
史
欝
奥
は
な
い
の
で
、
歴
史
欝
典
そ
の
他
を
利
用
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
。
　
一
番
大
き
次
も
の
は
　
＞
（
す
昌
ω
こ
、
↓
、
O
庄
二
冒
9
一
〇
毒
ミ
艮

　
＞
昌
撃
一
〇
彗
雪
ω
♂
言
蜆
き
－
ω
．
ε
望
（
半
）
で
あ
る
が
、
最
近
の
も
の
に
は
峯
〇
三
9
戸
申
＆
、
一
同
…
さ
6
o
＆
武
o
｛
≧
崖
旨
竃
雪
g
o
H
『
・
墨
竃

　
が
あ
り
、
年
表
・
問
題
別
・
人
名
と
三
都
に
分
げ
て
記
述
し
て
い
る
。
そ
の
他
竃
胃
片
亘
竃
・
俸
Ω
①
亭
葺
■
・
巾
φ
ω
二
↓
ぎ
z
署
－
ぎ
一
｛
§
胃
｝
o
h

　
＞
冒
①
ユ
o
彗
雪
段
o
｛
－
8
N
（
共
）
が
あ
る
が
、
利
用
度
は
さ
し
て
大
き
く
た
か
ろ
う
。
政
治
簿
奥
と
し
て
は
ω
冨
三
戸
軍
O
・
俸
N
ξ
o
ぎ
H
・
＞
二
・

　
＆
血
二
冒
9
o
量
～
o
｛
＞
昌
o
H
ざ
彗
勺
o
－
童
鶉
■
肉
、
＆
。
岩
杜
㊦
　
年
表
と
し
て
は
、
丙
邑
一
L
ミ
一
轟
ω
。
俸
Z
o
＝
竃
・
o
ま
。
＞
撃
o
算
O
享
昌
o
－
o
匝
o
｝

　
o
｛
＞
嘗
①
弐
o
彗
雪
g
o
｛
岩
σ
N
（
・
）
が
あ
る
。
そ
の
他
ω
①
療
冒
彗
．
向
・
声
＞
・
＆
二
目
目
o
着
一
名
＆
討
o
二
ぎ
ω
o
o
邑
ω
〇
一
昌
8
・
旨
き
－
蜆
L
竃
o
、

　
巳
。
杜
（
尭
）
も
剰
用
し
う
る
。
最
後
に
人
名
離
典
と
し
て
、
旨
ぎ
ω
o
p
＞
・
俸
呂
巴
o
畠
二
）
．
＆
岨
、
一
冒
o
ぎ
量
q
o
｛
＞
冒
①
『
ざ
彗
霞
潟
『
岩
ξ
、
§
さ
示
・

　
－
竃
o
。
－
忘
（
昔
）
　
は
極
め
て
虐
大
・
詳
搬
な
も
の
で
あ
り
、
経
済
史
研
究
に
と
つ
て
顧
る
磧
値
が
犬
き
い
。
邦
語
で
は
、
苧
凡
杜
「
世
界
魔
史
簾
典
」

　
が
剰
用
度
が
高
い
o

　
　
地
圖
と
し
て
は
、
、
豊
…
ε
ρ
◎
．
俸
峯
ユ
答
戸
－
、
肉
二
＞
叶
一
轟
O
｛
蟹
①
雪
誓
冒
一
8
一
0
8
宙
q
H
署
身
亀
；
o
弓
ω
．
H
⑩
竃
（
＃
）
ピ
O
『
戸
O
」
上

　
雪
警
邑
s
一
蒙
一
竃
o
｛
艘
o
q
・
ω
・
室
蟹
（
芋
）
が
あ
る
が
、
後
者
は
経
濟
史
研
究
に
は
必
ず
し
も
便
宜
で
は
な
い
。
そ
の
他
　
｝
彗
戸
＞
・
軍
俸

　
団
o
斥
o
p
声
国
二
＞
昌
o
ユ
s
■
葭
｛
ω
ざ
ξ
竃
岩
ω
．
δ
s
（
＞
ω
曽
誉
（
蜆
）
）

4
　
定
期
刊
行
物

　
　
政
府
の
定
期
刊
行
物
以
外
の
主
要
な
も
の
を
撃
げ
れ
ぱ
＞
昌
ま
o
彗
冒
g
o
邑
o
零
く
一
Φ
奉
（
・
）
　
＞
冒
①
き
彗
雪
ω
8
ユ
s
－
家
三
①
き
（
↓
ω
・
べ
）

　
＞
胴
ユ
昌
岸
冒
巴
雪
段
o
｛
（
H
ω
．
杜
）
↓
ぎ
■
嘉
一
塞
謁
雪
血
8
H
｝
肉
睾
宥
ミ
（
・
）
（
こ
の
前
身
は
籟
昌
o
巨
目
艮
g
①
ω
嘉
ぎ
窃
ω
雪
ω
8
ユ
8
一
ω
o
〇
一
①
｛

　
　
で
あ
る
）
　
雪
胃
く
彗
O
｝
目
ω
ぎ
O
窃
肉
O
包
①
奏
（
↓
ω
．
O
O
ト
）
旨
目
旨
竺
O
｛
向
8
目
O
ヨ
ー
O
頸
冒
O
ω
目
m
巨
窃
ω
雪
げ
ε
｛
－
竃
O
O
－
竃
（
ω
内
・
竃
）
－
O
…
目
巴
O
｛
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向
8
；
邑
o
雪
黒
o
ξ
．
（
￥
）
勺
o
旨
ぎ
巴
ω
o
甘
彗
8
o
竃
津
o
『
ぎ
（
＃
）
o
冨
ヰ
實
気
旨
膏
富
一
〇
｛
向
8
昌
邑
易
（
井
）
地
方
史
と
し
て
は
』
o
胃
；
－

o
｛
ω
昌
ま
①
昌
雪
g
o
ミ
ー
↓
ぎ
竃
沫
色
窃
菅
亘
＜
竺
毫
雪
g
o
ユ
畠
－
肉
望
庁
ミ
　
次
ど
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

二02

5
吏
料
集
・
文
戯
抜
華
・
傳
記

　
外
國
経
済
奥
の
研
究
の
た
め
に
は
、
刊
行
さ
れ
た
基
礎
史
料
集
が
第
一
玖
的
に
重
要
で
あ
る
の
は
論
を
侯
た
な
い
。
し
か
る
に
、
米
國

経
済
奥
に
お
い
て
は
他
の
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
経
済
吏
に
比
L
て
、
こ
の
分
野
で
大
い
に
遜
色
が
あ
る
と
云
わ
ね
ぱ
な
る
ま
い
。
そ
の
理
由
は
あ

る
米
人
史
家
の
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
　
「
米
國
の
歴
史
が
新
ら
し
く
、
偉
統
に
封
す
る
闘
心
が
極
め
て
薄
い
」
た
め
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の

た
め
わ
れ
わ
れ
は
第
二
攻
史
料
か
ら
引
用
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
こ
と
が
多
い
。
幸
い
、
最
近
歴
史
的
史
料
集
の
刊
行
の
塘
加
が
み
ら
れ
る

が
、
そ
の
多
く
は
大
學
致
育
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
必
ず
し
も
わ
れ
わ
れ
を
蒲
足
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
政
府
文

書
、
議
會
記
録
、
外
交
文
書
等
は
歴
大
で
あ
り
、
今
後
の
研
究
に
侯
つ
べ
き
も
の
が
多
い
。

　
　
経
済
史
麗
係
の
も
の
と
し
て
は
、
　
■
o
胴
彗
戸
向
、
ピ
俸
↓
ざ
冒
湯
冒
一
ρ
竃
。
肉
窒
往
長
血
ま
ま
o
厚
o
9
旨
ざ
雪
9
o
、
｝
o
｛
享
o
C
、
ω
．
L
㊤
崖

　
司
巨
o
q
①
一
内
J
U
o
o
自
旨
o
箏
6
丙
o
5
戊
自
o
q
↓
o
＞
旨
①
ユ
o
饅
目
向
o
o
目
o
∋
ざ
寅
｛
弩
o
H
き
　
H
①
㎝
H
、
一
〇
〇
M
0
・
－
Φ
～
↓
　
　
O
o
－
9
＞
・
葭
・
俸
　
O
け
チ
o
『
9
　
司
與
9
ω
　
與
目
o

　
勺
着
8
轟
ぎ
向
8
9
冒
ざ
雪
ω
8
ξ
．
H
㊤
竃
　
O
印
昌
彗
箒
♪
ρ
ω
．
＆
j
O
o
〇
一
9
巨
o
轟
守
o
旨
亭
o
向
8
暮
目
一
〇
雪
段
o
ξ
o
｛
亭
両
P
ω
j
岩
①
甲
H
o
o
8
・

　
皇
亭
ぎ
言
o
穿
o
饒
g
穿
竃
｝
ω
．
崔
8
　
内
彗
戸
｝
二
ω
9
Φ
g
一
〇
易
旨
島
g
筆
長
厚
冒
o
冒
一
〇
雪
m
ε
q
色
昌
耐
｝
①
ω
睾
o
目
｝
塞
『
、
ω
峯
彗
・
お
8

　
（
向
①
8
）
等
が
一
般
的
た
も
の
で
あ
る
が
個
別
的
な
も
の
と
し
て
は
、
企
業
史
に
關
す
る
　
9
葺
Z
・
ω
』
・
俸
［
彗
窒
戸
匡
・
＆
ω
・
O
器
①
雰
o
斤

　
ぎ
＞
冒
撃
一
〇
彗
｝
冨
ぎ
窃
ω
雪
9
o
『
く
、
H
竃
o
。
（
普
）
努
働
史
に
關
す
る
　
O
o
冒
冒
O
富
こ
■
声
＆
ω
二
＞
b
o
o
自
昌
竃
冨
｛
；
ω
8
｛
o
｛
＞
冒
o
ユ
o
彗

　
巨
旨
弩
邑
ω
o
g
g
｝
昌
く
〇
一
ω
■
H
胃
o
（
昌
農
崖
）
奴
隷
貿
易
史
に
關
す
る
o
實
屋
～
同
．
＆
．
二
〕
o
昌
旨
o
巨
己
言
弩
き
さ
o
二
ぎ
｝
牽
o
｛
o
－

　
亭
O
ω
一
彗
①
↓
量
ま
8
＞
昌
①
ユ
O
與
．
杜
き
一
ω
L
8
0
1
錦
・
は
重
要
で
あ
る
。

　
　
匿
史
史
料
と
し
て
役
立
つ
も
の
は
、
種
民
史
に
闘
す
る
　
ま
旨
窃
O
P
』
ら
■
＆
。
9
好
一
冨
－
Z
弩
冨
芽
鶉
O
｛
爵
『
寄
＞
一
篶
、
一
〇
彗
曇
m
8
｛
老

　
く
O
－
ω
．
－
8
㌣
岩
峯
O
罵
①
一
U
l
雪
．
＆
二
－
婁
①
富
實
竃
彗
岸
霧
一
〇
霧
O
｛
ま
①
勺
胃
篶
彗
肉
撃
O
巨
一
ゴ
昌
I
H
⑩
貴
．
＝
竺
胃
一
峯
俸
U
毫
グ
Ω
・
一
ヨ
一
〇



班

－
睾
①
自
g
弓
量
o
亘
嵩
ミ
ー
H
①
艶
．
岩
忘
彊
立
駿
箏
に
麗
す
る
旨
o
ま
冒
一
ω
．
p
ω
o
賃
8
ω
彗
o
U
o
ε
目
g
蒜
昌
易
9
註
目
胴
亭
o
＞
冒
①
ユ
o
彗

肉
睾
〇
一
具
一
昌
一
ミ
寒
ー
ミ
o
o
o
。
」
竃
㊤
（
N
目
由
崖
o
。
）
憲
法
成
立
史
に
麗
す
る
向
旨
呉
－
二
弓
ぎ
U
9
9
露
一
冒
艘
①
ω
睾
⑦
冨
一
ω
冨
8
0
o
暑
o
目
ま
富
昌

亭
①
＞
ま
冥
－
冒
o
｛
亭
o
茅
宗
『
巴
O
o
易
弍
9
巨
昌
。
蜆
き
－
ω
。
－
o
o
ω
甲
畠
、
（
N
葭
も
§
）
南
北
駿
箏
後
の
再
建
に
關
す
る
ヨ
o
邑
馬
一
奉
。
－
．
＆
、
一

U
o
昌
昌
畠
8
ミ
雪
g
o
ξ
o
｛
勾
o
o
昌
g
；
g
g
…
－
o
。
雷
8
“
ぎ
零
①
留
葦
↓
ぎ
①
・
～
き
一
ω
。
－
⑩
8
ム
■
（
＞
旨
8
）
が
あ
り
、
ま
た
、
政
治
上
の
法

令
・
條
約
・
大
統
領
の
致
書
な
ど
に
つ
い
て
は
、
　
．
O
O
昌
冒
鍔
3
甲
ω
一
＆
。
∪
o
昌
昌
9
一
肋
o
｛
＞
旨
o
ユ
o
彗
冒
黒
o
ξ
・
－
⑩
震
（
＞
O
ω
o
竃
）

竃
o
O
o
冒
巴
P
　
事
・
o
～
一
一
U
o
o
自
昌
o
目
試
『
㌣
ω
o
目
S
①
垣
o
o
斤
o
｛
＞
冒
o
ユ
o
由
目
｝
涼
8
『
｝
一
－
①
o
①
－
－
⑩
N
9
－
⑩
ω
杜
1
、
　
ω
9
①
o
け
O
｝
顯
『
房
雪
目
φ
O
乎
o
『

U
o
o
■
自
一
①
冒
け
ω
自
一
昌
ω
け
H
印
武
昌
①
目
o
｛
＞
目
①
ユ
o
顯
目
曽
涼
け
O
H
さ
H
①
o
㊦
1
H
↓
べ
蜆
．
H
o
o
o
o
o
　
肉
ざ
す
與
H
O
ω
o
P
－
．
U
．
o
O
J
　
O
o
目
一
弓
－
o
螂
ユ
o
目
o
｛
↓
す
①
賓
o
ω
ω
国
胴
⑭
ω
頸
目
匝

勺
毫
婁
O
二
ぎ
軍
O
邑
9
け
伽
し
轟
甲
崖
㊤
：
8
べ
（
∪
」
8
0
）
望
・
喜
一
界
①
e
ω
潟
竃
ブ
ω
竃
｛
星
；
妻
募
ま
＞
量
ま
印
・
雲
葦
・
｝
嚢
甲

H
曽
ω
・
（
H
ぎ
ミ
昌
巨
．
ω
O
ζ
色
鶉
向
2
3
目
）
（
・
）
・
そ
の
他
各
種
の
史
料
を
編
集
し
た
も
の
ぼ
敷
多
い
が
、
奏
胃
匡
一
甲
勾
・
俸
◎
亭
雲
・
ω
o
o
ω
二

↓
げ
o
＞
一
B
①
ユ
o
與
目
〕
≦
｛
目
P
－
o
ω
↓
　
呂
饅
冒
昌
ぎ
炉
↓
・
O
．
俸
〇
一
げ
①
『
ω
o
o
血
．
－
ω
①
－
o
o
け
勺
H
〇
一
〕
τ
昌
ω
ぎ
　
葭
－
9
o
ユ
o
当
－
目
8
H
o
『
①
片
顯
戊
o
P
　
H
↓
べ
蜆
－
、
『
o
ω
o
目
ゴ

ざ
〇
一
ω
・
曇
o
－
蜆
9
」
掌
o
雰
量
二
巨
言
緒
①
．
N
く
〇
一
ω
．
曇
④
雲
葦
団
・
§
一
肉
．
戸
俸
o
ま
易
＆
ω
J
皇
①
竃
鵯
葦
㈹
亀
＞
塞
ま
彗

冒
…
§
§
寄
邑
轟
醐
彗
創
星
ε
墓
募
－
嚢
o
（
＞
9
ω
H
。
。
ω
）
豪
肇
3
戸
p
＞
冒
昌
昌
葦
彗
㌣
雪
馨
｛
g
茅
弓
ω
J
嚢
M

（
＞
ρ
曽
竈
）
（
こ
の
講
書
は
ア
メ
リ
カ
史
研
究
禽
「
原
奥
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
襲
展
史
」
）
葭
8
斥
撃
一
－
、
峯
．
節
N
與
旨
實
一
甲
ω
．
O
宗
J
↓
げ
O
ω
｝
由
宮
冒
的

o
｛
＞
目
一
①
ユ
o
顯
目
　
↓
H
団
φ
一
巨
o
目
－
－
⑩
ト
ベ
・
　
｝
①
與
『
戸
＞
．
O
二
〇
〇
目
片
9
自
b
o
H
頸
H
く
＞
目
o
二
〇
與
目
雪
尉
↓
o
H
く
（
＞
O
．
N
H
o
べ
）
匡
與
H
グ
＞
．
ゆ
一
－
＞
自
一
〇
ユ
o
顯
昌
匡
赤
片
O
『
｝

↓
麦
耳
o
o
葦
彗
君
・
ぎ
窃
一
§
。
。
山
Φ
鼻
ξ
〇
一
㎝
．
（
N
3
一
巳
。
8
ω
∀
震
茎
ぎ
ρ
艮
一
↓
募
奏
ω
＞
竃
・
一
畠
一
冒
罵
ま
8
暮
房
o
｛
淳
o
冨

閏
冒
｛
　
勺
一
顯
o
o
9
　
竃
国
目
目
0
H
ω
国
目
｛
　
O
目
ω
叶
o
自
一
9
　
與
ω
『
o
o
o
『
O
o
｛
一
〕
｝
　
向
目
『
o
勺
①
印
冒
・
↓
『
印
く
o
尿
H
血
↓
O
叫
｝
①
ミ
o
ω
↓
①
『
目
ω
巨
o
H
①
－
目
片
チ
①
－
o
o
け
｝
．
H
㊤
↓
げ
與
目
0

8
亭
o
昌
g
巨
霧
」
Φ
お
た
ど
が
あ
る
。

　
　
邦
文
で
は
、
ア
メ
リ
カ
學
曾
譲
繍
「
原
奥
ア
メ
リ
カ
史
」
五
巻
、
世
界
魔
史
欝
奥
編
集
委
貞
會
西
洋
部
會
編
「
西
洋
史
料
集
成
」
（
壁
三
）
が
あ

る
、
が
、
補
助
的
に
役
立
つ
。
俸
記
に
關
し
て
は
、
米
國
の
特
色
と
し
て
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秀
れ
た
も
の
が
敷
多
く
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
取
あ
げ
る
こ
と
は
不
可

能
な
の
で
、
煎
記
g
o
二
｛
o
竃
q
艮
＞
昌
睾
一
〇
彗
里
o
血
膏
－
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葛
耳
の
各
人
名
項
目
末
に
附
記
し
て
あ
る
も
の
を
と
り
あ
え
ず
蓼
照
さ
れ
た
い
。

305



32

概
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史
の
敷
は
殆
ん
ど
無
敷
と
い
つ
て
よ
い
程
で
あ
る
。
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潜
史
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る
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あ
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ハ
ッ
カ
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賛
本
主
義
の
勝
利
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贋
債
は
現
在
で
も
犬
き
い
。

　
　
米
國
史
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譲
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．
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＞
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（
三
竃
）
Z
、
く
一
目
、
一
＞
・
俸
O
。
．
…
。
胴
、
、
、
・

雪
．
ω
1
㌔
。
。
蚕
雪
葦
三
・
ざ
⊆
－
ω
1
嚢
一
（
き
ー
ω
曇
）
」
O
豪
き
；
二
き
二
く
。
一
、
L
彗
○
田
。
四
戸
＞
二
顯
弍
。
、
四
；
、
。
匝
。
、
。
、
、
．

一
＝
嚢
－
茅
ミ
一
〇
ω
ξ
目
｝
O
筥
；
冒
匝
窒
ζ
一
彗
Φ
二
婁
麦
8
、
』
竃
・
、
。
。
旦
。
。
；
一
。
目
9
向
、
自
。
邑
。
き
昌
、
、
〇
四
箏
。
。

き
書
二
毒
一
§
妻
暮
一
①
二
婁
（
こ
ω
葦
量
ξ
宍
二
ω
置
三
；
冬
L
⑩
紅
。
。
≦
目
雪
二
主
・
ら
彗
、
き
毒
彗
：
、
、
三
。
剋
一

雪
g
o
ミ
o
片
＞
昌
①
ユ
畠
一
－
o
o
o
o
阜
I
o
o
⑩
．
な
ど
が
あ
る
。

　
　
米
國
で
は
歴
史
闘
係
の
叢
書
類
。
が
多
く
出
版
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
多
く
は
執
嚢
者
が
間
題
別
に
分
援
し
全
史
に
わ
た
つ
て
編
纂
さ
れ
て
い
る
。
し
た

が
つ
て
・
そ
れ
ら
の
申
に
は
経
濟
史
に
と
つ
て
有
釜
な
も
の
も
少
く
な
い
。
た
と
え
ぱ
、
　
匡
印
、
戸
＞
・
口
・
。
o
二
2
一
。
＞
曽
。
、
一
。
與
冒
z
頸
饒
。
自
、
＞

妻
一
§
雪
。
一
二
§
－
一
。
。
一
畠
畏
一
§
一
↓
ざ
9
…
一
麦
ま
ぎ
葦
彗
奮
窃
・
9
邑
、
・
一
婁
，
N
二
ω
箏
呂
。
冒
。
昌
一
凹
、
く
く
。
一
、
L
§
、

望
（
N
ξ
㏄
量
一
婁
戸
＞
』
．
三
＝
冒
鼻
艮
ぎ
書
彗
＝
琴
・
く
し
き
一
二
層
．
8
（
N
ξ
一
竃
）
Ω
団
；
。
一
二
・
声
。
』
・
㌔
。
胴
。
昌
一

。
；
葦
『
亘
§
甲
箪
冒
。
一
血
．
（
き
1
ω
責
一
娑
一
置
目
胴
9
．
；
冒
・
俸
妻
』
宛
主
血
J
＞
雷
一
暮
．
二
；
旨
。
、
一
。
與
昌
妄
。
一
ω
く
。
一
、
・

H
竃
㌣
轟
・
＞
註
昌
血
こ
・
↓
・
＞
一
ぎ
旨
艮
＞
冒
邑
o
彗
雪
g
o
『
さ
蜆
く
〇
一
ω
L
虐
や
ε
　
な
ど
が
大
き
な
も
の
で
あ
る
。
経
済
史
と
し
て
は
、
　
U
印
く
具

声
印
9
ぎ
易
＆
ω
・
↓
ぎ
向
8
冒
o
邑
o
雪
9
o
ミ
o
片
暮
o
弓
ω
・
・
㎝
き
一
ω
・
一
震
㌣
讐
　
　
が
重
要
で
あ
り
、
こ
れ
は
更
に
四
巻
が
補
充
さ
れ
る
筈
で

あ
る
。

　
　
邦
藷
文
猷
で
は
一
先
ず
駿
前
の
も
の
を
あ
げ
る
と
、
石
濱
知
行
「
ア
メ
リ
カ
賓
本
主
義
襲
達
史
」
（
昭
五
）
猪
谷
善
一
「
ア
メ
リ
カ
経
済
史
概
説
」
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（
昭
一
〇
）
　
エ
フ
・
エ
ル
・
ア
レ
ソ
薯
幅
田
賓
譲
「
米
國
現
代
史
」
（
昭
一
五
）
麗
野
谷
九
十
九
「
ア
メ
リ
カ
経
濟
の
襲
展
」
（
昭
ニ
ハ
）
高
木
八
尺
「
米

國
政
治
史
序
誘
」
（
昭
六
）
　
恒
松
安
天
「
ア
メ
リ
カ
史
纏
誘
」
（
昭
一
六
）
　
藤
原
守
胤
「
ア
メ
リ
カ
睡
國
史
論
」
（
昭
一
五
）
　
ポ
ク
ロ
フ
ス
キ
ー
監
韓

マ
ル
ク
ス
主
義
世
界
史
第
一
編
、
廣
島
定
吉
譲
「
北
米
合
衆
國
史
」
（
昭
七
）
　
堀
江
保
藏
「
ア
メ
リ
カ
経
済
史
概
誘
」
（
昭
二
一
）
　
式
岡
重
発
「
ア
メ

リ
カ
経
溝
史
」
（
「
経
濟
學
全
集
」
二
九
雀
、
昭
四
）
な
ど
が
あ
る
、
駿
後
の
も
の
で
は
、
小
原
敬
士
「
ア
メ
リ
カ
費
本
主
義
の
形
成
」
（
昭
二
三
）
　
岡

本
廣
作
「
ア
メ
リ
カ
経
済
史
」
（
昭
二
三
）
　
J
・
K
・
ガ
ル
ブ
レ
イ
ス
著
藤
瀬
五
螂
講
「
ア
メ
リ
カ
の
費
本
主
義
」
（
昭
三
〇
）
紳
野
章
一
郎
・
宇
治
田

富
三
「
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
の
生
成
と
襲
展
」
（
昭
二
三
）
見
玉
洋
一
「
ア
メ
リ
カ
経
済
史
綜
説
」
（
昭
二
五
）
鈴
木
圭
介
「
ア
メ
リ
カ
経
済
史
研
究

序
誘
」
（
昭
二
四
）
高
山
浮
吉
「
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
護
達
史
」
（
昭
二
四
）
長
守
善
「
ア
メ
リ
カ
政
拾
経
齋
史
」
（
昭
二
二
）
申
屋
健
一
「
米
國
史
」

（
昭
二
三
）
同
「
ア
メ
リ
カ
肚
會
の
護
達
」
（
昭
二
四
）
ハ
ー
シ
ェ
ル
・
メ
i
ヤ
ー
薯
安
田
正
美
議
「
ア
メ
リ
カ
現
代
史
」
（
昭
二
九
）
レ
オ
・
ヒ
ュ
ー

バ
ー
甲
ン
薯
小
林
良
正
・
雲
山
慶
正
講
「
ア
メ
リ
カ
人
民
の
魔
史
」
上
・
下
（
昭
二
九
）
A
・
J
一
Y
・
ブ
ヲ
ウ
ソ
薯
渡
邊
誠
毅
議
、
「
ア
メ
リ
カ
費
本
主
義

護
蓮
史
」
（
昭
二
七
）
　
堀
江
患
男
「
ニ
ュ
ー
・
ヂ
ィ
ー
ル
以
後
の
ア
メ
リ
カ
費
本
主
義
」
（
昭
二
九
）
猪
谷
善
一
「
ア
メ
リ
カ
纏
済
史
」
（
昭
二
三
）
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
、
そ
の
他
で
は
武
藤
光
観
「
ア
メ
リ
カ
費
本
主
義
倫
理
」
（
昭
二
二
）
　
ク
セ
ジ
ュ
文
庫
「
ア
メ
リ
カ
史
」
都
留
重
人
「
ア
メ
リ
ヵ
経
済

の
襲
展
」
（
昭
二
六
）
ア
ン
ド
レ
・
モ
i
ロ
ワ
薯
鈴
木
繭
一
譲
「
ア
メ
リ
カ
史
」
上
、
下
（
昭
二
四
）
米
國
大
使
館
文
化
交
換
局
「
ア
メ
リ
カ
史
穣
観
」

（
昭
二
九
）
な
ど
が
若
干
補
助
と
し
て
役
立
つ
で
あ
ろ
う
。

　
麗
連
書
目
と
L
て
思
想
史
を
あ
げ
る
な
ら
ぱ
、
最
も
重
要
な
の
は
o
胃
P
呂
■
P
↓
ぎ
り
；
葦
プ
o
｛
＞
旨
①
ま
彗
↓
ぎ
お
員
岩
お
　
U
o
『
｛
昌
彗
一

－
二
↓
ぎ
向
8
暮
旨
己
呂
ま
o
ぎ
＞
昌
①
ユ
o
彗
o
－
く
婁
墨
庄
o
P
N
く
o
－
ω
・
H
震
①
1
お
（
＃
）
　
で
あ
り
、
そ
の
他
o
き
忌
ポ
内
．
声
一
↓
ぎ
o
o
冒
ω
o
o
｛

＞
冒
o
ユ
o
画
目
－
）
o
日
口
o
0
H
印
庄
o
H
巨
o
■
O
q
げ
戸
H
o
杜
o
　
勺
頸
『
ユ
自
σ
阜
片
o
昌
’
く
．
－
二
室
巴
昌
O
冒
『
H
①
目
房
－
目
＞
員
5
ユ
o
與
目
弓
げ
〇
一
』
胴
ケ
戸
ω
く
o
－
ω
．
H
㊤
N
べ
∫
ω
9
（
N
雪
皇
↓
蜆
｛
）

オ
巨
貝
竃
．
ρ
一
ω
o
o
邑
弓
ぎ
目
血
q
庁
二
目
＞
目
ω
‡
g
1
N
き
－
ω
1
岩
ト
㊤
　
峯
赤
戸
葭
胃
毒
ぎ
ω
o
g
g
く
彗
庄
弓
ぎ
畠
ゴ
ニ
自
＞
冒
邑
s
・
N
き
－
ω
・
お
g
．

竃
　
向
①
q
冨
員
－
）
・
冒
俸
ま
轟
o
旨
一
ψ
＆
8
o
o
o
o
邑
尿
冒
彗
｛
＞
旨
o
庄
o
彗
巨
｛
ρ
N
き
H
ω
。
崖
s
　
邦
語
で
ば
、
小
原
敬
士
「
ア
メ
リ
カ
経
済
思
想

の
潮
流
」
（
昭
二
六
）
　
恩
想
の
科
學
研
究
奮
編
「
ア
メ
リ
カ
思
想
史
」
五
巻
が
あ
る
。
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三
　
植
民
地
時
代
の
諾
問
題

085

　
コ
ロ
ン
ブ
ス
に
よ
る
薪
大
陸
の
嚢
見
は
一
四
九
二
年
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
護
見
は
、
當
時
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
な
ど
を
中
心
に

繁
榮
し
て
い
た
商
業
費
本
が
、
東
方
へ
の
通
商
路
の
護
見
、
ま
た
責
金
に
鐵
す
る
魅
力
に
か
ら
れ
て
行
つ
た
探
検
の
齎
ら
し
た
偶
嚢
的
結

果
に
過
ぎ
な
か
つ
た
。
事
實
ニ
ュ
ー
・
イ
γ
グ
ラ
γ
ド
に
欝
し
て
本
格
的
植
民
が
開
始
さ
れ
る
の
は
、
な
お
一
世
紀
以
上
も
後
の
こ
と
で

あ
り
、
そ
れ
以
前
に
お
い
て
は
、
ペ
ル
ー
、
西
印
度
諸
島
1
そ
の
遣
制
は
米
國
南
部
の
プ
ラ
ン
テ
ィ
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
と
し
て
残
存
す

る
が
1
な
ど
に
行
わ
れ
た
、
前
期
的
費
本
に
よ
る
近
微
植
昆
制
打
蚊
隷
親
に
外
な
ら
な
か
つ
た
リ
L
た
が
つ
て
こ
の
間
題
は
、
當
時
の
ヨ

ー
ロ
ツ
パ
経
済
史
の
襲
展
段
階
と
植
民
地
ア
メ
リ
カ
と
い
う
關
蓮
に
お
い
て
捉
え
ね
ぱ
な
ら
ず
、
の
ち
の
商
部
奴
隷
制
の
い
わ
ぱ
前
吏
と

し
て
一
つ
の
重
要
な
間
題
を
提
超
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
當
面
ふ
れ
ぬ
ト
」
と
と
す
る
。

　
ア
メ
リ
カ
大
陸
謹
見
の
慶
史
的
背
景
に
つ
い
て
は
、
亥
の
も
の
が
あ
る
。

宙
『
o
σ
目
o
グ
』
j
　
↓
げ
血
向
宍
o
－
o
『
o
H
ω
o
｛
寅
o
H
け
｝
　
＞
目
5
ユ
o
P
一
ト
㊤
～
1
一
〇
〇
〇
9
一
〇
㏄
ω
（
＞
O
．
o
o
O
Φ
一
）
　
　
O
チ
ω
｝
旨
⑭
き
■
‘
勺
－
一
向
自
H
o
O
ω
凹
自
匝
固
o
庁
O
冒
『
o
目
目
庄
o
｛

＞
冒
o
ま
竃
雪
9
o
｛
し
㊤
塞
（
N
呂
塞
H
お
♪
）
　
曽
呉
9
一
一
冒
ω
8
さ
｛
艮
＞
昌
艮
塞
一
～
き
7
－
o
竃
（
N
葭
宝
蜆
3
）
　
葭
與
邑
留
p
国
二
冒
伽
8
き
ミ

o
｛
］
Z
◎
ユ
げ
＞
－
自
Φ
ユ
o
印
“
＞
O
ユ
戌
o
巴
，
∪
o
o
目
－
旨
o
目
一
饅
H
さ
　
印
胃
｛
目
尉
け
o
ユ
o
　
H
冒
く
Φ
ω
匡
胴
印
匡
o
目
－
妻
一
け
ケ
脾
冒
向
ω
囮
四
｝
o
箏
一
チ
①
向
與
ユ
｝
O
葭
『
一
〇
〇
含
H
顯
弓
プ
｝
　
o
｛

書
之
彗
ぎ
員
嚢
～
旨
溝
ω
し
．
ρ
レ
勺
。
豪
邑
彗
二
。
童
雪
葦
二
；
昏
昌
目
目
昌
§
き
＝
L
⑩
守
与
這
・
｝
貝
↓
一
詰

－
目
皇
』
o
目
o
①
o
｛
↓
巨
o
O
津
o
目
與
冒
↓
昌
『
斤
ω
昌
七
〇
目
け
す
Φ
宛
o
目
箒
蜆
o
｛
O
ユ
①
目
冨
－
弓
『
印
邑
o
－
㊤
H
仁
　
雪
與
H
斥
げ
印
冒
｝
0
1
戸
一
－
罵
①
o
｛
O
｝
ユ
9
o
守
『
O
o
ξ
畠
－

一
昌
9
H
o
o
Φ
N

な
お
、
米
國
経
済
奥
と
直
接
闘
係
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
が
、
米
國
初
期
の
護
展
を
規
制
し
た
諸
傑
件
の
一
つ
と
し
て
∴
、
ア
メ
リ
カ
の



有
す
る
特
異
な
地
理
的
環
境
を
撃
げ
ね
ば
な
る
ま
い
。
米
國
経
済
史
は
、
穫
自
大
睦
諸
國
の
如
く
稚
會
的
嚢
展
法
則
の
必
然
性
と
し
て
そ
れ

自
麗
の
内
部
か
ら
護
展
し
た
も
の
で
は
な
く
、
謂
わ
ば
奮
大
陸
の
経
済
的
護
展
の
横
へ
の
接
散
と
し
て
開
始
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
原
始

共
同
麗
的
砒
含
の
下
に
あ
つ
た
イ
ン
デ
イ
ア
ン
原
佳
民
と
の
ち
の
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
植
民
と
は
、
著
干
の
農
耕
作
物
を
除
い
て
全
く
無
繊
で
あ

り
、
自
然
的
講
像
件
の
克
服
が
ア
メ
リ
カ
経
済
杜
曾
の
そ
の
後
の
襲
展
に
と
つ
て
ば
大
き
な
間
題
で
あ
つ
た
。
た
と
え
ば
「
7
ロ
ン
テ
ィ

ア
」
の
問
題
が
そ
う
で
あ
り
、
ま
た
米
國
の
濁
立
に
際
し
て
は
、
奮
大
陸
と
の
地
理
的
隔
在
性
が
如
何
に
大
き
な
役
割
を
果
し
た
か
は
、

周
知
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
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自
然
的
諸
縢
件
に
つ
い
て
は
、
零
耐
訂
貝
＞
．
㌘
Ω
9
団
胃
轟
眉
チ
ざ
ま
彗
昌
8
匝
巨
＞
昌
艮
S
目
雪
ω
ε
ξ
L
8
ω
　
零
O
峯
目
一
甲
曽
。
雪
9
邑
9
－

O
①
o
匝
q
『
顯
O
σ
｝
o
｛
一
す
①
G
・
ω
一
H
㊤
｛
o
o
　
O
o
ε
き
O
．
O
1
一
ω
o
目
『
o
①
｝
o
o
汗
｛
o
『
一
す
o
向
o
o
目
o
昌
ざ
O
①
o
胴
H
與
o
す
｝
o
｛
Z
o
ユ
ブ
＞
自
一
①
ユ
o
與
．
H
㊤
～
H
（
目
U
．
－
↓
N
蜆
．

N
葭
昌
ト
点
9
蜆
N
ω
）
　
竃
o
O
凹
罧
崖
き
｝
。
団
二
↓
巨
o
Ω
①
o
血
q
『
與
O
巨
o
｝
與
ω
川
ω
O
｛
＞
昌
①
ユ
o
凹
目
向
o
o
目
9
目
－
o
－
ま
9
H
①
杜
o
（
根
繍
一
直
二
謹
叶
「
ア
メ
リ
カ
経
潜
一

地
理
」
（
昭
一
七
）
）
　
ω
①
昌
旦
9
向
．
O
J
＞
冒
①
ユ
畠
目
目
冥
o
ξ
彗
o
豪
Ω
8
o
q
『
著
ゴ
ー
o
O
；
9
匡
o
目
9
岩
寝
（
N
匡
塁
一
〇
〇
〇
ω
・
＞
ρ
8
崖
）
　
ω
冒
岸
芦

－
戸
竃
雪
彗
o
忍
8
胃
8
9
＞
ω
言
身
o
｛
2
實
艘
＞
昌
o
ユ
s
団
自
＝
誌
雲
篶
二
目
オ
o
ま
o
8
閑
『
岩
耳
L
竃
㎝
（
N
坪
忘
黒
）

　
ま
た
ア
メ
リ
カ
ソ
．
イ
ン
デ
ィ
ア
y
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
モ
ル
ガ
ソ
の
古
奥
的
研
究
竃
O
握
嘗
一
F
声
一
↓
ぎ
5
品
亮
O
｛
亭
O
－
；
ε
9
ω
。
－
O
．
5

l
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ω
｝
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o
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⊆
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創
＞
焦
－
目
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け
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け
ゴ
①
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目
目
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冒
｝
顯
昌
－
｝
－
－
o
o
Φ
①
1
－
＞
目
9
o
目
け
ω
o
q
Φ
け
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内
①
ω
o
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ω
－
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－
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～
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堅
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冒
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Ω
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ま
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ミ
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N
匡
豊
8
ド
＞
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呂
－
）
（
荒
畑
塞
村
講
「
古
代
杜
會
」
（
昭
六
）
）

が
有
名
で
あ
り
、
そ
の
他
に
は
家
の
も
の
が
あ
る
。
雪
目
鼻
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．
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＞
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｛
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北
ア
メ
リ
カ
に
封
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
植
民
は
、
十
六
世
紀
以
後
各
國
に
よ
つ
て
行
わ
れ
た
が
、
夫
々
の
國
家
の
護
展
段
階
に
藤
じ

て
、
そ
の
型
を
異
に
し
て
い
る
。
カ
ナ
ダ
、
ミ
シ
シ
ッ
ピ
i
河
流
域
の
フ
ラ
ン
ス
人
、
フ
ロ
リ
ダ
、
メ
キ
シ
コ
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
ス

ペ
イ
ン
人
、
　
〈
ド
ス
ン
河
流
域
の
オ
ラ
ン
ダ
人
と
各
地
に
植
民
し
た
が
、
　
一
七
世
紀
初
頭
に
始
る
イ
ギ
リ
ス
人
の
植
民
活
動
に
比
す
れ

ば
、
い
ず
れ
も
本
格
的
な
も
の
で
は
な
く
、
毛
皮
・
貴
金
麗
・
貿
易
・
植
栽
企
業
な
ど
を
目
的
と
す
る
、
い
わ
ば
前
期
的
賓
本
の
経
癖
活

動
で
あ
つ
た
。
そ
の
た
め
、
定
佳
植
民
地
と
し
て
の
性
格
は
稀
薄
で
あ
り
、
薬
國
の
植
民
の
展
開
に
つ
れ
家
第
に
睡
迫
さ
れ
て
ゆ
く
。
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ス
ペ
イ
ソ
の
種
民
制
度
・
積
民
地
の
研
究
と
し
て
は
、
　
望
冒
湯
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①
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．
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①
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．
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①
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；
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①
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フ
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①
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①
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目
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o
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句
H
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o
9
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o
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勺
団
『
岸
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印
目
一
■
一
↓
プ
o
○
巨
勾
o
血
o
…
目
5

ぎ
O
団
昌
印
邑
P
－
o
o
お
　
↓
｝
ミ
巴
冨
9
宛
・
Ω
J
句
冨
目
8
ぎ
＞
昌
o
ユ
o
♪
－
ト
⑩
べ
山
ぎ
“
畠
o
蜆
　
オ
ラ
ソ
ダ
に
闘
一
し
て
は
　
ヨ
ω
斥
9
－
。
一
U
罧
o
げ
顯
目
O

O
…
一
｛
宰
O
〇
一
〇
邑
窃
ぎ
＞
冒
o
『
一
〇
P
N
き
亘
富
8
　
－
彗
ま
0
H
一
↓
．
＞
J
↓
幕
U
暮
9
句
O
冒
昌
冒
O
q
o
｛
Z
o
妻
く
冒
ぎ
ε
8
　
が
あ
る
。
そ
の

他
一
般
史
と
し
て
は
勺
凹
着
9
｝
』
二
雪
ω
8
ξ
9
向
目
；
駕
彗
O
O
ぎ
昌
o
血
し
o
o
o
．
o
　
昌
〇
三
9
甲
O
、
一
↓
サ
o
雪
㎝
8
ξ
o
｛
O
〇
一
〇
邑
墨
ユ
o
目
津
o
旨

ま
①
o
弩
一
一
窃
け
ユ
彗
窃
ざ
ま
o
｝
冨
器
津
∪
頸
き
岩
O
o
　
巾
ユ
霧
o
－
o
き
声
』
二
↓
プ
①
O
o
冒
昌
ぎ
藺
q
o
｛
暮
o
峯
巨
訂
竃
顯
P
－
o
墨
、
が
あ
る
。

　
英
國
人
の
植
民
は
ニ
ハ
ニ
○
年
の
ニ
ュ
ー
・
プ
リ
マ
ス
植
民
に
始
る
が
、
先
ず
問
題
と
さ
れ
る
べ
き
は
、
英
本
國
の
植
民
政
策
で
あ

る
。
本
國
政
府
が
植
民
地
に
醤
し
て
探
つ
た
政
策
は
、
あ
く
ま
で
も
當
時
の
英
國
の
経
済
樗
造
を
反
影
し
た
も
の
で
あ
り
、
植
民
地
創
設

に
際
し
て
は
、
封
建
的
諸
制
度
を
移
入
せ
ん
と
す
る
不
断
の
努
力
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
云
い
か
え
る
な
ら
ぱ
、
本
國
は
植
民
地
に
建
設



さ
る
べ
き
諸
制
度
を
當
時
の
英
國
の
経
済
・
肚
倉
制
度
の
延
長
と
し
て
考
え
、
ま
た
植
民
地
経
済
が
護
展
す
る
や
、
こ
れ
を
重
商
主
義
的

に
支
配
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
薬
國
植
民
の
研
究
に
は
、
當
時
の
英
國
の
経
済
構
造
と
、
そ
の
反
影
と
し
て
の
政
策
の

研
究
が
必
要
と
さ
れ
る
。

　
イ
ギ
リ
ス
本
國
の
経
済
溝
蓬
に
つ
い
て
は
、
勿
論
英
國
経
済
史
の
分
野
に
麗
す
が
、
こ
こ
で
は
と
り
あ
え
ず
、
　
巨
楊
o
～
p
↓
ぎ
寒
昌
o
邑
o

目
赤
け
o
『
｝
O
｛
向
目
胴
－
與
自
O
－
o
o
く
o
－
ω
・
－
Φ
H
蜆
－
ω
H
（
同
b
・
H
N
N
0
0
）
　
－
o
o
斥
｝
｝
4
『
向
．
葭
二
葭
沫
け
O
『
｝
o
｛
向
目
帽
厨
目
O
－
冒
一
｝
①
－
o
o
｛
｝
O
ω
目
一
目
『
さ
o
o
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o
－
9
－
o
o
、
㊤
1

8
（
N
雷
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昌
g
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2
閏
邑
撃
一
－
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ω
J
↓
ぎ
ω
R
8
g
轟
良
零
一
叶
肇
勺
〇
一
一
〇
一
霊
饅
二
ぎ
ぎ
8
ω
ω
一
昌
o
｛
Ω
8
漏
o
畠
』
き
尿
．
（
昌
｛
出
違
o
）
を

あ
げ
て
お
く
。
邦
文
で
は
矢
口
孝
家
鄭
「
イ
ギ
リ
ス
政
治
経
済
史
」
（
昭
一
九
）
が
あ
る
。

　
英
國
の
櫃
民
政
策
に
つ
い
て
は
、
ω
富
－
撃
－
．
戸
9
o
葦
プ
良
｝
・
三
争
雰
5
ぎ
N
き
軍
一
〇
。
o
㎝
（
N
葭
言
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o
ρ
ω
H
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〇
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［
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冒
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①
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①
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1
H
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蜆
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b
0
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H
N
　
国
0
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j
弓
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O
o
－
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目
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－
ω
く
9
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昌
・
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O
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蜆
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）
　
ω
①
①
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Ω
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［
j
↓
｝
o
O
H
鼠
｛
目
o
｛
困
ユ
弐
m
庁
O
o
－
o
自
…
巴
ω
㌣
m
仔
冒
一
－
｝
べ
o
o
－
－
㊦
㊦
〇
一
－
o
o
o
o
（
N
葭
冨
ω
Φ
杜
）
　
向
口
q
①
二
〇
目
一

雪
』
二
＞
望
o
ざ
雪
㎝
8
ξ
色
閉
奉
雲
o
〇
一
g
邑
雰
一
喜
一
畠
署
（
N
曽
ミ
竈
M
）
が
よ
い
。
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植
民
地
時
代
と
は
、
一
七
八
三
年
の
濁
立
織
箏
の
鰹
結
ま
で
を
云
う
が
、
こ
の
期
間
に
お
げ
る
経
済
的
護
展
は
、
目
覧
し
い
も
の
が
あ

つ
た
。
銑
に
ニ
ュ
ー
．
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
中
部
、
南
部
植
民
地
と
、
地
域
的
厘
分
を
異
に
す
る
経
濟
軍
位
は
濁
自
の
展
開
を
遼
げ
、
ま
た

西
漸
運
動
は
ア
パ
ラ
チ
ア
ン
山
脈
に
達
し
、
薪
ら
し
い
勢
カ
と
し
て
登
場
し
よ
う
と
す
る
に
至
つ
た
。
東
部
の
商
・
工
業
、
申
・
南
部
の

ブ
ラ
γ
テ
ィ
シ
ヨ
ン
、
西
部
の
自
螢
農
民
と
、
セ
ク
シ
ヨ
ン
に
よ
る
経
濟
護
展
の
類
型
が
形
成
さ
れ
、
以
後
米
國
経
済
史
の
展
開
を
規
定

す
る
諸
傾
向
は
、
す
で
に
阻
瞭
な
形
で
打
出
さ
れ
る
に
至
つ
た
。
こ
の
期
間
を
扱
う
一
般
的
文
蘇
は
籔
多
い
が
、
そ
の
中
で
重
要
な
も
の

を
撃
げ
る
。

］二5



蜘

＞
目
庄
『
o
峯
9
　
0
一
竃
1
｝
O
o
－
o
目
｛
9
勺
①
ユ
o
｛
o
｝
＞
目
5
ユ
〇
四
■
葭
デ
け
o
『
さ
仁
く
O
－
ω
一
一
㊤
ω
ト
ー
ω
o
o
　
奏
ユ
帽
チ
戸
■
・
巾
二
↓
ケ
①
＞
ζ
顯
自
ま
o
勾
『
o
ヨ
饒
①
R
“
O
O
－
0
5
｛
巴

＞
昌
o
ユ
o
巴
O
享
嘗
守
団
ユ
o
P
－
Φ
o
べ
1
－
べ
㊦
リ
ー
H
⑩
紅
↓
　
◎
眈
O
q
o
o
♀
曽
．
↓
．
一
＞
目
一
〇
ユ
o
団
目
O
o
－
o
目
討
ω
』
目
一
旨
①
H
o
〇
一
げ
O
o
目
一
自
『
さ
杜
く
o
赤
・
H
④
N
ト
ー
－
①
N
蜆
・
－
一

＞
目
o
巨
o
印
目
O
o
－
O
目
討
血
｛
口
け
巨
①
H
べ
け
巨
O
Φ
目
（
目
『
㌣
－
ω
く
o
－
ω
一
H
⑩
o
壮
l
H
⑩
o
べ
　
O
O
｝
－
9
－
》
j
　
同
目
閑
竃
o
o
犀
O
O
δ
冒
宥
碗
…
目
＞
竃
Φ
ユ
o
P
｝
く
9
9
H
O
o
⑳
㊤
1
－
o
o
べ

①
…
O
ω
o
目
－
■
一
饒
一
－
団
ユ
巨
ω
げ
　
固
－
自
b
弍
①
σ
o
｛
O
H
0
R
チ
o
＞
昌
o
ユ
o
與
昌
内
o
く
o
－
目
け
甘
o
目
、
伽
く
o
－
ω
．
－
⑩
ω
①
－
H
o
紅
～
（
＞
］
〕
－
ω
A
↓
H
）
　
O
げ
国
目
目
川
目
困
、
向
二
＞
崖
げ
一
〇
『
く

o
｛
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甲
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目
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一
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稼
一
困
o
冒
o
P
葭
．
向
一
俸
竃
螂
轟
フ
巴
ピ
↓
」
≦
J
↓
ヶ
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一
〇
〇
6
邑
、
螂
饒
o
目
o
｛

書
葦
＞
冒
翌
富
し
§
－
ミ
。
。
ω
L
§
喜
毒
篶
P
書
き
＞
昌
良
9
ε
9
冨
墓
甲
－
§
L
§
（
畠
己
嚢
）
震
目
§
員
Ω
・
・
雪
ξ
ミ

O
｛
亭
0
9
ω
1
L
O
く
O
互
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曾
I
H
O
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富
’
（
＞
ρ
旨
9
N
胃
農
－
嵩
O
。
）
な
ど
が
あ
る
。

引2

植
民
の
當
初
か
ら
、
昌
ユ
i
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
寓
部
植
民
地
と
は
そ
の
性
格
を
異
に
L
て
い
た
。
旦
ユ
i
・
イ
ン
グ
ラ
γ
ド
は
、
本

國
か
ら
腕
出
し
た
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
移
昆
を
主
麗
と
L
、
農
業
に
適
す
る
土
地
を
献
く
た
め
に
、
本
國
政
府
は
放
任
政
策
を
と
り
、
富
由
な

植
民
地
と
し
て
護
展
し
た
が
、
こ
れ
に
蟹
し
て
肥
沃
な
南
都
植
民
地
に
お
い
て
は
、
そ
の
経
済
的
期
待
か
ら
本
國
の
統
制
が
彊
く
、
大
地

主
的
土
地
研
有
－
プ
ラ
ン
テ
ィ
シ
冒
ン
・
シ
ス
テ
ム
ー
が
一
般
的
に
蔵
立
し
た
。
プ
ラ
ン
テ
イ
シ
ヨ
ン
制
産
は
、
封
建
的
土
地
斯
有
と
は

異
る
が
、
あ
く
ま
で
も
「
前
期
的
」
性
格
の
も
の
で
あ
り
、
地
主
も
本
國
の
貴
族
階
級
と
の
密
接
な
關
係
に
あ
り
、
賓
本
主
義
の
正
常
な

展
開
を
阻
止
す
る
非
近
代
的
性
格
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
に
勢
し
て
ニ
ュ
ー
．
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
い

て
は
、
最
初
か
ら
自
由
な
土
地
砺
有
が
確
立
し
、
町
厘
携
下
制
度
に
基
づ
い
て
、
自
由
な
る
濁
立
自
螢
農
民
が
創
出
さ
れ
た
。
そ
の
結

果
、
本
國
政
府
の
抑
制
政
策
な
ど
に
よ
り
そ
の
経
済
嚢
展
は
蓬
々
た
る
も
の
で
あ
つ
た
が
、
こ
う
し
た
農
民
暦
を
母
胎
と
す
る
賓
本
主
義

の
展
開
は
着
序
と
進
展
し
、
本
國
政
府
の
重
商
主
義
的
諸
統
制
を
魔
除
し
な
が
ら
、
所
謂
「
ア
メ
リ
カ
型
」
賓
本
主
義
護
達
の
途
を
準
備

し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
け
る
植
民
の
形
態
、
ま
た
そ
の
経
祷
活
動
の
イ
ニ
シ
ャ
テ
ィ
グ
を
握
つ
た

階
暦
の
間
題
、
さ
ら
に
究
極
的
に
は
、
各
植
昆
地
に
お
け
る
土
地
制
度
の
間
題
の
研
究
が
重
要
で
あ
る
。
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史
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。
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邦

文
で
は
、
牛
出
宣
道
「
タ
ウ
ソ
に
お
け
る
土
地
配
分
の
條
件
ー
タ
ウ
ソ
・
シ
ス
テ
ム
の
研
究
1
」
（
「
明
治
學
院
論
叢
」
三
八
・
三
九
・
四
〇
號
）
王
谷

宗
市
郎
「
イ
ギ
リ
ス
積
民
時
代
北
ア
メ
リ
カ
北
都
土
地
保
有
制
度
の
性
格
」
（
「
杜
會
経
済
史
學
」
一
四
の
七
）

514

　
米
國
経
済
史
を
一
貫
す
る
特
殊
な
現
象
は
、
螢
働
力
の
問
題
で
あ
る
。
植
民
地
は
最
初
か
ら
磐
働
者
を
鉄
い
て
い
た
た
め
、
本
國
政
府

及
び
植
民
地
企
業
家
は
そ
の
補
充
に
大
き
な
努
力
を
挽
わ
ね
ぼ
な
ら
な
か
つ
た
。
こ
の
問
題
は
種
々
の
形
態
に
よ
る
移
民
に
よ
つ
て
解
決

を
圖
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
南
部
に
お
げ
る
黒
人
奴
隷
制
が
本
格
的
に
開
始
さ
れ
な
か
つ
た
植
民
地
時
代
に
お
い
て
は
、
白
人
の
契
約
奴

僕
制
度
が
そ
の
主
た
る
讐
働
供
給
源
で
あ
つ
た
。
米
國
史
を
語
る
時
、
多
く
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
移
昆
に
よ
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
つ
い
て
述
べ

ら
れ
る
が
、
實
は
植
民
地
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
本
國
政
府
、
植
民
地
の
貴
族
的
支
配
階
級
に
と
つ
て
よ
り
重
要
で
あ
つ
た
の
は
こ
れ
ら

牛
彊
制
的
螢
働
力
で
あ
り
、
藪
的
に
も
、
ア
メ
リ
カ
來
佳
移
民
の
大
き
た
部
分
を
占
め
て
い
る
。
彼
ら
は
本
國
に
お
け
る
本
源
的
蓄
積
の

進
行
の
結
果
創
出
さ
れ
た
過
剰
人
［
一
で
あ
り
、
植
民
地
企
業
を
利
盆
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
新
大
陸
に
邊
ら
れ
た
が
、
特
に
中
・
南
部
の

牛
封
建
的
植
民
地
企
業
に
お
け
る
券
働
力
の
骨
幹
と
な
り
、
つ
い
で
東
部
滑
岸
地
帯
の
寡
頭
灌
力
の
支
配
か
ら
腕
し
て
西
部
に
腕
れ
る

や
、
進
取
果
敢
な
開
拓
農
民
と
な
り
、
ア
メ
リ
カ
民
主
主
義
の
擦
手
と
し
て
登
場
す
る
。
し
た
が
つ
て
わ
れ
わ
れ
は
、
移
民
の
間
題
を
考

え
る
時
、
軍
に
人
口
の
流
入
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
何
故
移
民
が
ア
メ
リ
カ
に
渡
來
し
た
か
、
そ
の
妊
會
経
済
的
役
割
は
何
で
あ
つ
た

か
と
い
う
事
情
が
重
硯
さ
れ
ね
ぼ
な
ら
な
い
。
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9
ω
・
、
■
閏
一
〕
o
『
－
目
　
O
〇
一
〇
目
－
巴
Z
o
ミ
く
o
『
斥

（
目
ρ
望
署
）
　
旨
實
ユ
9
印
甲
一
Ω
o
き
昌
昌
豊
↓
彗
O
ピ
螂
一
〕
含
ぎ
O
o
－
昌
｝
竺
＞
昌
①
ユ
冨
一
お
営
　
邦
語
の
も
の
で
は
、
鳥
孤
欽
一
郎
「
北
米
種
民
施

に
お
げ
る
契
約
奴
僕
制
度
に
つ
い
て
」
（
「
早
稻
田
商
學
」
九
八
號
）
　
河
村
盛
一
「
ア
メ
リ
カ
種
民
範
時
代
に
お
け
る
努
働
形
態
つ
い
て
」
（
「
楠
戸
外

語
大
學
論
叢
」
二
の
一
）
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植
民
地
時
代
を
通
じ
て
、
地
域
に
よ
る
経
済
構
造
の
分
化
は
、
盆
々
明
瞭
な
形
を
と
る
に
至
つ
た
。
こ
の
原
因
は
、
主
と
し
て
そ
の
植

民
地
の
占
め
る
地
理
的
議
傑
件
の
差
異
と
、
前
に
も
述
べ
た
如
く
、
本
國
政
府
の
政
策
と
麗
蓮
し
た
植
民
方
式
の
差
里
モ
基
づ
く
も
の
で

あ
つ
た
。
白
由
た
植
民
方
式
に
よ
つ
て
植
民
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
、
土
地
の
不
毛
と
塞
冷
な
氣
候
と
の
た
め
に
、
農
業

に
お
げ
る
護
展
は
み
る
べ
き
も
の
が
た
く
、
白
給
自
足
の
段
階
を
越
え
る
こ
と
は
な
か
つ
た
。
L
か
し
こ
の
た
め
に
、
南
都
に
み
ら
れ
た

彊
制
勢
働
に
基
づ
く
努
役
形
態
の
一
般
的
普
及
は
み
ら
れ
ず
、
植
民
者
は
廣
く
濁
立
自
螢
農
民
と
し
て
自
立
し
、
家
内
工
業
の
擦
當
者
と

な
り
、
地
方
市
場
の
援
大
と
と
も
に
小
商
晶
生
産
者
と
し
て
向
上
し
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
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ア
、
カ
ロ
一
フ
イ
ナ
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
の
南
部
植
民
地
に
お
い
て
は
、
一
七
世
紀
初
頭
以
來
煙
草
・
米
・
藍
の
プ
ラ
ン
テ
ィ
シ
ヨ
！
が

護
達
し
、
歓
州
市
場
の
獲
得
に
よ
つ
て
急
速
に
繁
榮
に
と
向
う
が
、
粗
放
耕
作
を
基
礎
と
す
る
た
め
絶
え
ず
廣
大
な
土
地
を
必
要
と
し
、

他
の
諸
産
業
を
犠
牲
と
す
る
ブ
ラ
ン
タ
ー
の
寡
頭
專
制
灌
力
を
築
き
上
げ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
地
域
的
経
済
構
造
の
差
異
は
、
當
然
他
の
産
業
に
も
影
響
を
與
え
た
。
南
部
に
お
い
て
は
、
特
定
の
プ
ラ
ン
テ
ィ
シ
ョ
ン

商
品
生
塵
の
た
め
、
工
業
の
護
達
は
全
く
抑
止
さ
れ
て
失
い
、
ま
た
申
部
植
民
地
に
お
い
て
も
、
〈
ド
ス
ン
流
域
に
み
ら
れ
た
大
土
地
所

有
制
の
展
開
の
た
め
幾
多
の
障
害
を
蒙
り
、
い
わ
ぼ
「
パ
ン
植
民
地
」
と
し
て
穀
物
輸
出
を
申
心
と
す
る
こ
と
と
な
つ
た
。
こ
れ
に
反
し

て
ニ
ュ
ー
．
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
は
、
本
國
の
重
商
主
義
政
策
に
刺
戟
さ
れ
つ
つ
早
く
か
ら
造
船
・
海
運
・
魚
業
等
に
進
出
し
、
ま

た
植
民
地
政
府
に
よ
る
保
護
助
長
政
策
の
下
で
、
船
舶
用
品
、
鐵
工
業
、
そ
の
他
の
工
業
製
品
の
生
産
を
著
る
し
く
前
進
さ
せ
る
こ
と
が

出
來
た
の
で
あ
る
。
と
は
云
え
、
植
民
地
時
代
の
；
ユ
ー
・
イ
γ
グ
ラ
ン
ド
エ
業
は
未
だ
費
本
制
生
産
段
階
と
云
う
こ
と
は
出
來
な
い
。

工
業
に
投
下
さ
れ
た
賓
本
は
、
本
國
か
ら
か
或
い
は
貿
易
業
者
の
箭
期
的
利
潤
か
ら
齎
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
工
場
自
鵠
に
お
い
て
も

生
産
．
欝
働
の
法
的
規
制
な
ど
、
極
め
て
前
期
的
性
格
の
彊
い
も
の
で
あ
つ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
廣
く
農
民
を
母
胎
と
し

て
展
開
す
る
小
商
晶
生
産
の
護
展
は
、
度
重
な
る
本
國
政
府
の
重
商
主
義
的
統
制
を
魔
除
し
て
、
着
々
進
出
し
て
ゆ
く
の
で
あ
り
、
わ
れ

わ
れ
は
、
米
國
賓
本
主
義
の
芽
生
え
を
、
植
民
地
政
府
に
よ
り
保
護
を
う
げ
、
あ
る
い
は
建
設
さ
れ
た
工
業
の
申
に
で
は
な
く
、
こ
う
し

た
農
民
の
商
品
経
済
の
展
開
の
中
に
求
め
ね
ぱ
な
る
ま
い
。

　
植
民
地
時
代
注
意
す
べ
き
聞
題
の
一
つ
は
、
海
運
業
を
申
心
と
し
て
形
成
さ
れ
た
、
一
一
ユ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
商
業
賓
本
の
亘
大
な
護

展
で
あ
る
。
密
輸
・
海
賊
行
爲
す
ら
含
む
こ
の
薦
業
賓
本
の
活
動
の
申
で
特
に
大
き
な
も
の
は
、
か
の
有
名
な
三
角
貿
易
で
あ
る
。
中
で

も
、
　
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
ー
佛
領
、
西
牙
領
西
印
度
講
島
ー
ア
フ
リ
カ
を
結
ぶ
奴
隷
貿
易
は
、
　
の
ち
に
は
南
部
プ
ラ
ン
テ
ィ
シ
ヨ

ン
奴
隷
努
働
カ
の
供
給
源
と
な
り
、
米
國
経
済
史
上
大
き
な
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
植
民
地
時
代
に
お
い
て
も
、
北
部
商
業
賓
本
蓄

615



積
の
大
き
な
積
杵
の
一
つ
と
し
て
注
意
さ
れ
わ
ぱ
な
ら
た
い
。
こ
う
し
た
貿
易
に
足
場
を
お
く
商
業
費
本
に
比
較
し
て
、
國
内
市
場
の
襲

展
は
遅
々
た
る
も
の
が
あ
つ
た
。
植
民
地
時
代
の
内
陸
交
通
は
未
だ
河
川
を
利
用
す
る
の
が
主
で
あ
り
、
人
々
の
最
も
調
密
で
あ
つ
た
ニ

ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
南
部
に
お
い
て
さ
え
車
馬
の
交
通
は
不
便
で
あ
り
、
し
た
が
つ
て
生
産
物
の
運
般
は
荷
更
で
あ
り
、
市
場
の
展
開

－
商
晶
生
産
の
普
及
は
著
る
し
く
制
約
さ
れ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
植
民
地
時
代
の
北
ア
メ
リ
カ
の
一
般
的
経
済

状
態
は
、
極
め
て
概
拮
的
に
云
つ
て
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
滑
岸
に
根
を
張
る
特
樫
的
商
業
費
本
の
経
済
組
織
、
中
・
南
部
の
封
建
的

プ
ラ
ン
テ
ィ
シ
ョ
ン
、
東
部
か
ら
酉
部
に
か
け
て
廣
汎
に
散
在
す
る
自
螢
農
民
麿
の
牛
自
給
的
経
溝
組
織
三
者
か
ら
形
成
さ
れ
て
い
た
。

す
な
わ
ち
、
流
通
機
構
を
主
麗
と
す
る
経
濟
機
構
が
支
配
的
で
あ
り
、
そ
う
し
た
網
の
目
の
中
に
、
生
産
者
を
主
麗
と
す
る
生
産
機
構
の

展
開
が
覆
わ
れ
て
い
た
と
云
い
う
る
で
あ
ろ
う
。

45

　
農
業
史
に
つ
い
て
は
、
向
邑
峯
凹
a
9
貝
p
里
；
o
o
o
『
葛
耳
o
片
穿
①
雪
g
o
q
o
｛
＞
o
q
『
｝
昌
写
冒
①
ま
亭
o
戸
ω
．
L
⑩
ω
o
が
文
麟
目
録
と
し
て
よ

く
、
史
料
と
し
て
は
、
ミ
o
3
ミ
與
具
ρ
内
．
；
－
o
轟
｝
ω
彗
庄
巾
o
葦
鼻
H
津
H
｝
①
9
0
5
9
旨
巨
9
①
茎
8
①
胃
一
ピ
o
幕
冨
守
o
目
彗
＞
昌
呈
o
竃

霊
『
堅
①
『
L
『
o
．
M
（
去
）
　
O
彗
曽
彗
・
曽
こ
・
＆
二
＞
曽
0
H
ざ
曽
曽
嘉
げ
彗
串
｝
・
N
き
尿
－
『
富
（
共
）
が
あ
る
。
農
業
史
で
は
、
里
O
ミ
①
戸
巾
．
ミ
．
俸

向
巴
8
目
①
■
－
－
二
呂
－
g
實
｝
o
｛
＞
胴
ユ
o
目
犀
昌
①
ヲ
暮
o
z
o
『
亭
o
冒
G
．
ω
1
－
s
o
｛
o
o
Φ
9
H
①
覇
　
o
轟
ぎ
－
．
o
’
雪
尻
8
ξ
o
｛
＞
o
q
ユ
o
邑
巨
轟
ぎ

ω
昌
乎
Φ
昌
弓
ω
。
8
－
o
．
8
』
く
o
－
ω
■
H
畠
ω
　
が
最
も
精
し
い
。
概
し
て
ア
メ
リ
カ
に
は
農
業
史
に
關
す
る
文
猷
は
コ
ロ
ソ
ピ
ア
大
學
農
業
史
研
究
叢

書
を
除
い
て
は
少
い
が
、
堆
域
別
に
扱
つ
た
も
の
で
は
、
葭
雪
争
｛
o
F
い
昌
夕
同
二
↓
ぎ
o
o
－
旨
邑
竃
實
9
彗
房
o
片
｝
o
ω
；
艘
①
∋
o
9
彗
討
ω
、

－
⑩
ト
㎝
弓
o
自
o
9
勺
．
｝
：
竃
o
o
9
冒
O
q
－
9
』
ω
Φ
凹
■
o
O
o
目
冒
弐
目
閑
げ
◎
目
血
o
“
↓
プ
o
の
目
印
〆
①
H
竃
①
『
o
プ
凹
目
冨
o
｛
O
o
－
o
昌
－
巴
勺
巨
昌
凹
匝
①
－
o
ブ
ー
～
H
①
o
o
N
j
H
“
㊦
o
o
．
一
㊤
杜
o
o

＞
口
膏
ユ
昌
冒
胃
o
ま
z
o
ミ
く
o
妥
一
岩
o
o
o
o
（
｝
軍
塁
o
o
ω
）
雲
豪
一
∪
．
竃
J
ピ
顯
目
昌
o
a
吻
竃
o
勾
胃
昌
ω
易
巨
雪
自
宗
昌
エ
巨
o
サ
彗
〆
勾
o
魁
o
p
お
ト
①
そ

の
他
一
般
史
と
L
て
は
Ω
轟
9
字
ω
・
P
雪
岨
ε
ξ
o
｛
＞
血
q
ユ
昌
斥
…
①
ぎ
向
胃
o
肩
頸
己
＞
昌
o
ユ
S
L
竃
蜆
（
固
軍
ω
o
。
司
ぺ
）
（
三
橋
・
本
岡
議
「
ア
メ

リ
カ
恩
灰
業
史
」
）
　
◎
叩
O
q
O
O
P
　
目
1
】
ド
”
　
↓
－
①
　
＞
－
冒
①
ユ
o
與
曽
　
O
o
－
o
目
庁
血
　
－
目
　
叶
ぽ
o
　
－
、
け
げ
　
O
o
旨
甘
自
『
予
　
～
く
O
尿
i
（
井
）
　
O
O
與
冒
｛
O
『
戸
　
＞
‘
葭
．
、
　
ω
芹
O
H
く
　
o
片

5］7
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＞
匝
q
ユ
o
自
奉
冒
H
o
甘
目
↓
げ
o
　
d
．
ω
．
、
一
⑩
H
①
　
ω
o
プ
団
｛
o
5
〕
j
↓
プ
o
ω
o
o
鼠
－
曽
涼
け
o
H
㌣
o
｛
＞
目
］
o
ユ
o
国
目
＞
胴
ユ
o
自
旨
目
H
9
－
杜
巳
o
㊦
（
向
向
．
杜
蜆
⑩
ナ
A
0
o
o
o
①
）
　
O
顯
『
ユ
o
『

■
．
－
↓
す
⑦
団
o
胸
－
目
目
川
冒
的
ω
o
｛
＞
昌
5
ユ
o
與
自
＞
的
ユ
o
冒
岸
自
『
o
H
0
N
ω
　
O
H
国
巳
｛
．
一
く
－
由
．
司
印
『
冒
ω
胆
自
匝
句
凹
『
冒
o
H
ω
一
一
げ
①
ω
け
o
H
｝
o
｛
＞
昌
o
ユ
o
画
目
＞
O
O
ユ
o
目
－
．

冨
篶
L
⑩
亀
向
o
老
胃
象
．
目
．
弓
二
＞
冒
o
ユ
昌
冒
＞
舳
q
ユ
竃
一
一
…
①
一
艘
o
葦
g
ω
8
｝
墨
湧
．
H
違
H

　
工
業
史
に
關
し
て
は
、
の
ち
に
矯
し
く
述
べ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
必
要
な
も
の
の
み
を
掲
げ
る
。
一
般
史
と
し
て
敏
く
こ
と
の
で
き
ぬ
の
は
、
O
迂
、
ぎ

‘
㌘
雪
g
o
ξ
o
二
ぎ
竃
彗
巨
饅
g
暮
一
轟
ぎ
夢
o
c
．
ω
．
し
竃
Φ
，
ω
く
〇
一
醐
‘
（
■
戸
ξ
崖
）
曽
争
ε
一
－
．
－
窒
巨
8
＞
雪
段
o
q
o
｛
＞
昌
o
ま
彗

竃
彗
ξ
彗
片
…
窃
才
o
ヨ
嵩
8
一
〇
冨
8
・
ω
さ
一
ω
・
富
3
　
　
で
あ
る
。
植
民
地
時
代
の
一
般
的
工
業
は
家
丙
工
業
特
に
織
物
業
で
あ
る
。
　
｝
品
屋
…

一
く
．
肉
二
弓
ブ
①
↓
o
＊
己
－
o
H
■
庄
自
ω
↓
ユ
o
硯
o
｛
け
す
o
　
O
．
O
o
二
　
H
o
o
o
ω
　
O
O
－
P
＞
．
雪
．
－
↓
｝
①
＞
自
－
①
ユ
o
団
冒
事
o
o
－
冒
閂
目
冒
｛
印
o
片
冒
『
9
N
く
o
－
ω
・
　
H
0
N
①
　
　
“
か
あ

り
、
家
内
工
業
に
闘
し
て
は
、
↓
言
o
p
肉
・
冨
・
雪
o
豪
o
ぎ
竃
竃
彗
焦
曽
g
『
窃
ぎ
ま
①
o
・
ダ
H
賓
？
冨
8
し
竃
べ
　
が
精
し
い
。
鑛
業
で
は
、

O
O
ミ
国
目
ぎ
－
竃
二
｝
涼
叶
o
『
｝
o
｛
一
ゴ
①
］
≦
饅
昌
昌
｛
印
o
け
自
『
舳
o
｛
　
気
o
冒
｛
昌
＞
自
＞
町
q
ω
9
凹
目
庄
勺
国
H
饒
o
目
－
印
『
｝
－
目
↑
＝
o
　
ζ
．
O
o
・
津
o
昌
O
o
－
o
目
庁
－
　
↓
饒
旨
①
ω
一
〇

富
㊤
ご
易
竃
　
が
重
要
で
あ
り
、
他
に
胃
ぎ
宗
き
彗
σ
q
F
O
二
↓
ぎ
O
〇
一
冒
邑
9
き
蜆
目
彗
L
寓
o
（
井
）
　
が
種
民
鞄
時
代
一
般
的
で
あ
つ
た
職
人

を
扱
つ
て
い
る
。
ま
た
、
一
櫨
民
地
の
工
業
的
成
長
の
事
例
と
し
て
、
　
望
区
｛
冒
彗
一
＜
。
向
8
目
〇
一
ま
o
雪
g
o
ξ
9
與
暮
9
o
『
く
↓
℃
ミ
P
H
㊤
窒

（
同
U
．
g
旨
）
　
が
あ
る
。
邦
文
で
は
中
村
勝
巳
「
ア
メ
リ
カ
植
民
地
工
業
の
歴
史
的
形
態
」
（
「
三
田
學
會
難
誌
」
四
六
の
一
一
）
、
服
都
哲
郎
「
種
民

範
時
代
に
お
げ
る
ア
メ
リ
カ
南
部
の
職
人
に
つ
い
て
」
（
「
史
淵
」
五
五
輯
）

　
商
業
・
貿
易
に
つ
い
て
は
、
旨
ぎ
窒
P
『
声
宗
O
蟹
彗
8
由
｛
黒
o
ξ
o
｛
∪
o
旨
窃
ま
嘗
o
句
o
H
①
叔
冒
O
o
昌
昌
撃
8
o
二
ぎ
ζ
．
ω
㌧
M
き
－
㎝
．
ε
崇

（
N
寅
き
N
巳
o
o
o
）
　
が
灌
威
的
で
あ
り
、
　
U
陣
き
Ω
‡
①
．
。
葭
｛
ω
ざ
ξ
o
｛
O
o
旨
昌
彗
8
o
｛
ま
o
d
・
ω
j
岩
旨
（
弓
巾
．
崇
亀
・
N
葭
8
N
3
）
　
も
よ
い
。
そ
の

他
、
密
貿
易
に
つ
い
て
は
、
　
盲
昌
轟
暮
こ
。
勺
二
勺
ユ
姜
冨
①
ユ
自
口
q
彗
O
艮
轟
2
ま
O
o
－
彗
｝
巴
｝
o
ユ
o
戸
H
竃
ω
（
＞
ρ
S
o
o
o
o
）
　
商
人
の
活
躍
に
つ
い

て
ぱ
、
　
口
邑
着
一
雰
『
墨
邑
二
■
ぎ
之
o
ミ
向
潟
－
彗
O
峯
鶉
o
プ
彗
房
巨
ま
①
岩
蟹
O
彗
ε
ξ
－
⑩
蟹
（
半
）
　
ま
た
本
國
の
植
民
地
に
野
す
る
政
策

に
つ
い
て
は
、
｝
①
撃
一
⑦
．
■
－
一
↓
ゴ
o
O
O
冒
冒
雲
9
巴
弔
o
－
o
｝
o
｛
向
目
包
胆
目
匝
↓
o
峯
彗
庄
茅
㊦
＞
冒
彗
ざ
顯
目
O
o
－
o
邑
鶉
一
H
o
o
㊤
ω
　
｝
黛
勺
o
ク
［
・
＞
・
・
↓
－
一
〇

向
目
σ
q
－
邑
一
Z
ミ
厨
津
一
昌
－
鵯
ミ
9
老
ω
⑩
　
ω
o
巨
9
ρ
老
二
吋
ユ
一
－
争
○
毒
鶉
o
器
↓
量
ま
ウ
o
目
ミ
8
一
〇
豪
①
H
竃
o
ω
・
畠
S
（
↓
O
・
竃
3
）
　
な
ど
が

ま
た
ブ
ヲ
ニ
テ
ィ
シ
ョ
ソ
経
済
に
つ
い
て
は
、
　
〆
冒
目
口
胃
一
〕
彗
讐
申
』
．
o
軸
二
〇
〇
邑
ユ
自
O
q
8
目
O
｝
昌
邑
o
－
①
一
＞
目
向
屏
O
o
ユ
昌
①
冒
一
ぎ
＞
目
印
q
＝
o
與
コ
＞
－
言
邑
．
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ω
昌
9
ρ
｝
胃
び
邑
8
冒
彗
片
算
一
9
L
曽
O
ム
O
．
O
。
卜
岩
お
は
史
料
と
し
て
貴
重
で
あ
り
、
そ
の
他
ミ
壱
一
a
員
＜
・
－
・
↓
O
訂
8
0
肉
晶
邑
算
一
S
ぎ

O
o
－
o
目
－
巴
］
≦
印
『
｝
－
印
目
o
．
－
o
杜
－
．
呂
o
二
〇
目
’
－
二
肉
o
σ
①
昌
O
凹
ユ
0
H
o
｛
Z
o
目
己
目
－
曽
巴
＝
印
く
字
甘
o
－
目
－
與
↓
印
一
〕
o
o
o
o
勺
－
閏
目
叶
①
H
o
｛
件
ブ
o
－
o
〇
一
す
o
⑦
冒
↓
自
『
｝
．

－
虞
H
な
ど
。
が
あ
る
。

　
た
お
植
民
地
時
代
の
社
會
経
済
航
勢
を
知
る
上
に
窪
す
る
こ
と
の
出
來
ぬ
も
の
に
、
峯
g
箒
p
考
・
甲
・
向
8
g
邑
o
”
己
ω
o
o
邑
雪
言
o
ξ
o
｛
之
o
ミ

肉
目
牡
彗
戸
畠
實
．
～
ぎ
一
ω
1
（
向
」
S
）
　
向
匝
q
σ
q
一
窪
8
P
向
‘
田
巾
甘
q
一
書
ぎ
①
q
ω
亀
＞
2
註
O
P
－
O
o
⑩
メ
ー
一
弓
轟
轟
津
O
｛
Ω
き
ご
津
饒
o
～
岩
8
　
、
か
あ
る
o

四
　
濁
立
載
争
を
め
ぐ
る
諸
問
題

47

　
獺
立
戦
争
は
、
ア
メ
リ
カ
賓
本
主
義
が
自
主
的
展
開
を
途
げ
る
た
め
の
、
第
一
革
命
で
あ
つ
た
。
蟄
外
的
に
は
、
本
國
の
重
商
主
義
的

歴
追
を
排
除
し
、
ま
た
聾
内
的
に
は
、
本
國
の
総
督
そ
の
他
の
高
級
官
吏
、
本
國
と
緒
ぶ
、
ニ
ュ
ー
・
ヨ
ー
ク
、
申
部
植
民
地
な
ど
の
特
、

穫
的
犬
商
人
、
牛
封
建
的
大
土
地
所
有
者
な
ど
前
賓
本
主
義
的
生
産
麗
係
を
携
う
人
々
を
騒
逐
し
、
若
々
し
い
費
本
主
義
護
展
の
た
め
の

途
を
清
掃
L
た
昆
主
主
義
的
革
命
で
あ
つ
た
と
云
い
う
る
。
し
か
し
同
時
に
、
そ
の
革
命
の
齎
し
た
革
薪
性
の
限
界
も
ま
た
指
摘
さ
れ
ね

ば
な
ら
な
い
。
パ
ト
リ
ァ
ト
と
し
て
革
命
に
参
加
し
た
人
々
の
中
に
は
、
南
部
の
大
プ
ラ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
、
密
輸
・
奴
隷
貿
易
た
ど
で

亘
富
を
積
む
薪
興
の
商
人
階
級
な
ど
前
賓
本
制
的
諸
階
暦
が
あ
つ
た
。
彼
ら
は
、
革
命
の
間
数
英
戦
争
に
協
力
す
る
が
、
鞍
争
の
終
結
と

共
に
、
都
市
手
工
業
著
、
西
部
開
拓
農
民
な
ど
革
命
に
命
を
賭
し
た
人
々
か
ら
指
導
穫
の
奪
取
を
圖
り
、
所
謂
「
危
機
の
時
代
」
を
経
て

こ
れ
に
威
功
す
る
や
、
薪
輿
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
新
ら
し
い
支
配
階
級
と
し
て
登
場
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
獺
立
鞍
箏

は
い
わ
ば
二
重
の
過
程
と
し
て
、
す
な
わ
ち
進
歩
的
な
面
と
保
守
的
な
面
と
の
こ
の
二
重
の
過
程
と
L
て
描
き
出
さ
れ
ね
ば
な
ら
た
い
。

革
命
後
北
都
賓
本
主
義
は
急
遼
に
護
展
す
る
が
、
産
業
賓
本
が
全
國
的
に
統
一
し
た
基
礎
の
上
に
立
ち
う
る
の
は
、
實
は
南
北
戦
争
を
侯

た
ね
ぱ
な
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
濁
立
戦
争
に
麗
す
る
文
験
は
非
常
に
多
い
が
、
一
般
的
な
も
の
を
家
に
あ
げ
る
。
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．
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．
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．
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＞
冒
邑
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彗
ω
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ω
U
員
目
一
胴
彗
o
印
津
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轟
艘
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寄
き
一
き
o
目
（
N
員
9
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た
お
研
究
史
と
し
て
、
↓
ぎ
O
彗
器
o
｝
↓
ぎ
＞
冒
＆
8
目
憲
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巨
｛
9
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？
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⊆
£
豪
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箏
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旨
邑
o
彗
Ω
く
；
墨
き
目
）

　
こ
れ
ら
の
文
歓
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
で
わ
れ
わ
れ
に
役
立
つ
が
、
経
済
奥
の
分
野
で
最
も
必
要
な
の
は
、
濁
立
戦
箏
の
経
済
的
背
景

で
あ
り
、
如
何
な
る
階
級
が
、
何
の
た
め
に
立
上
つ
た
か
の
究
明
で
な
げ
れ
ぱ
た
ら
な
い
。
こ
の
意
味
で
、
唯
物
史
観
の
立
場
或
は
そ
れ

に
近
い
立
場
か
ら
の
諸
研
究
は
、
極
め
て
輿
味
を
ひ
く
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
獺
立
戦
箏
ジ
憲
法
制
定
と
い
う
、
新
ら
し
い
米
國
経
済
史

の
動
き
の
中
で
、
商
業
賓
本
の
果
し
た
役
割
は
特
に
注
目
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
既
に
植
民
地
時
代
、
大
き
た
富
を
積
ん
だ
ニ
ュ
ー
．
イ

ン
グ
ラ
ソ
ド
商
人
暦
は
、
本
國
と
緒
ぶ
特
穫
的
亘
犬
商
入
雇
を
騒
逐
す
る
た
め
に
、
自
ら
積
極
的
に
革
命
に
参
加
す
る
が
、
濁
立
達
成
後

は
急
遠
に
そ
の
麦
配
勢
カ
を
新
政
府
の
中
に
樹
立
し
て
ゆ
く
。
革
命
の
指
導
暦
が
産
業
賓
本
家
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
前
期
的
賓
本
家
で
あ

つ
た
難
に
、
わ
れ
わ
れ
は
革
命
自
鵠
の
限
界
を
見
出
す
の
で
あ
る
。
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か
か
る
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解
と
し
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・
↓
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彗
冨
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片
＞
昌
9
ざ
彗
O
岩
ま
彗
ω
冒
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芋
）
　
を
あ
げ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
そ
の
鏡

剰
な
分
析
は
今
日
で
も
贋
値
高
い
も
の
で
あ
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経
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．
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＞
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。
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。

　
鰯
立
駿
箏
に
お
け
る
各
杜
曾
的
階
魔
、
地
域
に
關
す
る
研
究
は
多
い
が
、
例
え
ぱ
、
＜
彗
↓
着
9
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声
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言
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ω
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＞
昌
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＞
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①
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．
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①
＞
旨
邑
o
彗
家
さ
巨
↓
一
〇
p
岩
ω
o
　
－
岩
冨
豆
考
－
↓
．
一
～
望
o
o
豆
己
8
彗
包
｝
o
＝
o
夏
ぎ
易
ま
o
彗
巨
q
穿
阻
印
邑

が
よ
い
。

　
革
命
に
お
げ
る
商
人
の
役
割
を
重
税
し
た
も
の
と
し
て
は
、
　
＞
ま
冒
ω
こ
、
↓
。
↓
ぎ
寄
－
o
o
｛
竃
彗
o
麦
葦
彗
創
寮
g
8
尿
ぎ
一
ぎ
家
き
ξ

ま
目
印
、
二
、
印
・
H
§
（
、
）
ω
邑
邑
曇
5
＞
…
・
、
ぎ
＞
豪
き
彗
寄
邑
暮
旨
（
看
ミ
≦
署
蟹
昌
；
ぎ
琴
彗
｝
一
馨
3
（
畠
実
一
§
）

」
皇
①
S
彗
邑
奉
邑
彗
誌
軸
昌
＝
ぎ
＞
§
ま
彗
零
き
一
貫
一
9
し
べ
雫
－
§
し
婁
雰
↑
一
完
1
＞
1
も
邑
曇
二
目
冨
肩
一
三
二
ぎ

宛
o
く
。
巨
巨
。
目
国
、
㌣
向
、
印
岩
竈
（
↓
困
胃
塞
）
　
な
ど
が
あ
る
が
、
特
に
、
シ
ュ
レ
シ
ソ
ガ
ー
、
イ
ー
ス
ト
の
二
書
は
、
當
時
の
商
業
賛
本
と
革
命
と
の

關
係
を
知
る
上
に
極
め
て
貴
重
な
研
究
と
い
わ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
序
汝
が
ら
、
最
近
の
ハ
ー
バ
ー
ド
・
ピ
ズ
ネ
ス
・
ス
ク
ー
ル
の
企
業
史
研
究

の
成
果
の
申
か
ら
、
當
時
の
商
業
費
本
の
形
成
に
つ
い
て
利
用
し
う
る
も
の
を
あ
げ
れ
ぱ
、
史
料
と
し
て
役
立
つ
も
の
に
　
9
易
一
署
ω
・
俸
－
彗
窒
夕

125
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目
、
］
≦
J
①
〔
尿
、
一
〇
嘗
伽
o
｝
o
o
斤
ぎ
＞
昌
o
工
o
與
目
ω
自
ω
ま
o
詔
｝
尉
け
o
『
き
H
⑩
ω
㊤
（
半
）
“
か
あ
り
、
そ
の
他
　
巾
o
ユ
①
5
丙
。
オ
ニ
ー
o
す
目
＞
9
o
コ
｝
目
臥
目
o
m
㎜

量
彗
（
叶
）
－
一
－
一
〇
旨
〇
一
轟
昌
彗
庄
－
お
？
↓
ミ
o
o
g
睾
き
；
o
h
竃
與
㎝
覧
g
昌
窒
蓑
し
ぎ
甲
H
o
。
宣
（
・
）
　
？
婁
之
・
ω
・
戸
竃
轟
ω
彗
；
器
豪

ヨ
易
↑
之
き
冒
一
二
黒
＝
一
斥
o
｛
籟
o
段
昌
二
富
㌣
H
⑩
望
（
芋
）
　
■
姜
冨
コ
峯
．
、
－
、
二
、
；
o
目
；
器
o
｛
曽
彗
8
o
斥
一
■
豪
ぎ
窃
肋
旨
饒
o
黒
昌
一
ミ
N
†
ミ
雷

；
多
戸
婁
二
↓
ぎ
匡
・
豪
O
。
申
要
・
夏
言
＞
葦
ま
彗
↓
・
ぎ
巾
彗
・
；
ぎ
旨
8
』
一
畦
葦
幕
・
O
巨
9
霊
奏
婁
撃
峯
實
一
・
し
ぎ
㌣
嚢
－

（
キ
）
　
な
ど
、
貴
重
な
研
究
が
最
近
多
く
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
な
お
邦
文
で
は
、
鈴
木
圭
介
「
ア
メ
リ
カ
獲
立
駿
争
の
経
済
的
背
量
」
（
「
立
致
経
済
學

研
究
」
二
の
一
）
　
鳥
羽
欽
一
鄭
「
糧
立
駿
争
に
お
け
る
商
業
資
本
の
意
義
」
（
「
早
稻
田
商
學
し
一
〇
〇
號
）
　
藤
原
守
胤
「
ア
メ
リ
カ
草
命
史
論
」

（
昭
二
四
）
な
ど
、
が
あ
る
。
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米
國
史
に
お
い
て
、
憲
法
成
立
史
及
び
そ
の
解
課
は
重
要
な
間
題
と
な
つ
て
い
る
。
一
七
八
三
年
の
パ
リ
條
約
に
よ
り
十
州
は
濁
立
し

た
が
、
諸
邦
間
の
闘
係
は
蓮
合
規
約
の
下
ト
」
お
け
る
ル
ー
ズ
な
同
明
皿
關
係
に
す
ぎ
ず
、
各
邦
の
主
灌
は
そ
の
ま
ま
在
置
さ
れ
、
蓮
合
會
議

は
そ
の
決
議
を
彊
制
す
る
こ
と
も
、
違
反
者
に
封
す
る
制
裁
を
行
う
こ
と
も
不
可
能
で
あ
つ
た
。
ま
た
干
和
回
復
と
共
に
到
來
し
た
経
済

不
湘
は
、
各
邦
間
の
關
稜
政
策
の
不
統
一
な
ど
か
ら
そ
の
打
撃
も
大
き
く
、
商
人
た
ち
の
不
痛
は
増
し
、
か
れ
ら
は
國
内
で
の
圓
滑
な
る

取
引
の
白
由
に
封
す
る
保
護
を
要
求
し
、
ま
た
他
方
で
は
、
農
産
物
債
格
の
下
落
に
よ
る
農
民
の
困
窮
は
塘
大
し
た
。
濁
立
戦
争
自
麗
、

植
民
地
内
部
に
お
け
る
耐
會
革
命
と
い
う
面
を
有
し
て
い
た
が
、
こ
の
鞍
後
の
不
況
期
に
、
革
命
申
共
通
の
敵
に
蟄
し
て
戦
つ
て
き
た
東

部
の
商
入
・
投
機
業
者
な
ど
の
有
産
階
級
と
、
西
部
の
農
民
・
職
人
・
手
工
業
者
な
ど
一
般
大
衆
と
の
闇
の
封
立
は
激
化
し
、
ダ
ニ
エ

ル
・
シ
ェ
イ
ズ
の
反
劒
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
「
危
機
時
代
」
を
通
じ
て
再
び
肚
會
革
命
と
い
う
様
相
を
示
す
に
至
つ
た
。

　
か
く
し
て
、
一
つ
に
は
、
關
稚
政
策
、
州
際
商
業
、
通
貨
政
策
な
ど
廣
汎
な
活
動
領
域
を
欲
す
る
商
業
賓
本
の
要
求
に
た
え
る
彊
力
な

経
済
政
策
に
封
す
る
要
求
と
、
も
う
一
つ
は
、
過
激
に
走
る
大
衆
の
革
命
的
勢
力
を
抑
厘
す
る
た
め
に
、
東
部
・
南
部
の
有
産
階
級
－
大

商
人
、
プ
ラ
ン
ク
ー
、
投
機
業
者
、
製
造
業
者
、
海
運
業
者
－
は
弱
麗
な
蓮
合
を
解
麗
し
葦
固
な
申
央
政
府
の
設
立
を
計
書
し
、
憲
法
制
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定
へ
の
途
を
推
進
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
憲
法
制
定
の
立
役
者
を
み
て
も
、
ジ
ヨ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
が
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ァ
の
大
地
主
　
ア
レ

ク
サ
ン
ダ
ー
．
ハ
、
、
、
ル
ト
ン
が
北
部
商
業
賓
本
H
金
融
業
者
の
代
瀞
者
、
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
マ
デ
ィ
ス
ン
も
や
は
り
貴
族
的
階
暦
の
出
で
あ

り
、
ま
た
憲
法
制
定
會
議
の
出
席
者
も
、
大
部
分
が
公
債
、
製
造
業
、
商
業
、
海
乳
業
、
プ
ラ
ン
テ
ィ
シ
ョ
ン
、
投
機
業
に
利
害
關
係
を

有
す
る
も
の
で
あ
り
、
革
命
中
急
進
振
と
し
て
闘
．
つ
た
人
々
が
参
加
し
た
か
つ
た
こ
と
は
、
成
立
し
た
合
衆
國
憲
法
ひ
い
て
は
ア
メ
リ
カ

に
お
げ
る
耐
魯
的
階
級
椿
成
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
つ
た
か
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
も
つ
と
も
憲
法
の
成
立
に
は
、
各
邦
の
批
准
を
必
要
と
し
た
。
各
邦
の
も
つ
地
理
的
・
経
済
的
諸
僚
件
、
さ
ら
に
は
嘗
時
の
各
邦
に
お

け
る
粒
倉
階
暦
の
性
格
な
ど
に
よ
つ
て
、
こ
の
過
程
は
滅
め
て
劣
難
な
も
の
で
あ
つ
た
。
こ
う
し
た
事
情
は
、
各
州
の
経
癖
的
壁
展
段
階

と
の
關
蓮
し
て
考
察
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
時
獲
生
L
た
フ
ェ
デ
ラ
リ
ス
ト
、
ア
ン
テ
ィ
・
フ
一
ニ
ア
ラ
リ
ス
ト
と
い
う
政

黛
組
織
展
開
の
研
究
は
、
い
ご
の
米
國
政
治
史
の
解
明
に
と
つ
て
も
重
要
で
あ
る
。

　
　
憲
法
成
立
史
に
麗
す
る
研
究
史
と
し
て
便
利
な
も
の
は
、
■
ぎ
U
8
一
等
註
o
旨
o
｛
H
己
①
篶
邑
彗
8
彗
o
g
o
o
昌
段
一
ε
ま
自
（
軍
o
巨
①
昌
ω
ぎ

　
＞
昌
睾
山
o
彗
Ω
邑
一
墨
ご
昌
）
　
が
あ
り
、
史
料
と
し
て
は
　
勺
o
o
『
9
甲
勺
．
＆
。
ピ
嵩
向
＆
睾
與
H
彗
⑪
ω
S
a
O
o
妻
巨
鼻
川
o
～
O
〇
一
；
邑
O
す
胃
箒
轟

　
彗
創
○
蟹
睾
○
轟
彗
一
〇
H
峯
幸
ω
o
｛
｝
o
p
ω
J
N
ぎ
一
印
お
ミ
（
N
籟
二
塞
）
　
勺
彗
『
彗
早
竃
J
一
、
一
嵩
肉
g
昌
（
一
ω
良
蟹
①
勺
g
①
轟
一
〇
〇
暑
彗
竈
昌
亀

　
量
：
き
一
二
§
（
冨
二
〇
H
）
句
。
、
戸
勺
・
－
・
具
雲
彗
冨
募
。
目
慧
O
婁
肇
ま
二
H
乎
①
9
ω
1
一
嚢
。
。
（
竃
一
H
§
）
睾
H
一
藺
・
耳
甲

　
甲
－
「
①
～
二
ω
O
昌
『
o
o
巾
o
o
斤
o
｛
＞
目
一
①
ユ
o
顯
目
勺
o
＝
饒
o
巴
↓
プ
o
o
H
さ
H
㊤
N
①
（
N
岸
胆
H
仁
べ
お
H
⑦
～
o
o
）
　
↓
｝
o
H
り
9
申
Z
二
｝
o
邑
o
『
巴
剋
旨
ら
ω
一
螂
一
〇
〇
〇
目
ω
ま
け
．

　
崖
饒
o
P
O
o
－
o
邑
巴
O
げ
與
二
〇
、
9
軸
曽
』
O
巳
さ
、
○
『
胴
触
邑
o
■
蛯
毫
㎝
o
｛
け
｝
o
ω
冨
8
肋
一
弓
①
箒
津
o
ユ
①
9
智
］
o
O
o
］
o
邑
o
覗
一
乞
o
考
o
『
｝
①
『
黒
o
片
o
『
o
勺
o
『
旨
旨
的

　
亭
o
q
一
ω
、
o
申
＞
昌
o
ユ
o
ど
べ
く
o
－
ω
。
崖
o
①
（
N
雪
面
o
o
o
）
な
ど
、
が
あ
る
。

　
　
憲
法
成
立
の
経
済
的
解
潔
と
し
て
重
要
な
の
は
、
云
う
ま
で
も
な
く
、
雰
胃
P
〇
一
＞
。
＞
昌
厚
昌
o
巨
o
－
葦
胃
肩
9
き
9
o
二
ぎ
O
昌
ω
葦
阜
一
昌

　
○
用
艘
o
G
．
ω
二
岩
崖
（
N
夢
警
①
）
　
で
あ
り
、
そ
の
他
o
o
ぎ
o
易
一
キ
呂
。
ω
o
o
邑
向
o
『
o
霧
ぎ
＞
旨
o
ユ
o
彗
雪
段
o
｛
一
H
彗
巳
。
（
N
匡
違
旨
H
一
）
が
あ

　
る
が
、
ピ
ァ
ー
ド
に
欝
し
て
は
、
O
富
考
一
P
向
・
ω
二
》
目
ト
舅
奉
實
叶
o
｝
①
向
8
箏
o
目
一
〇
H
き
彗
肩
o
冨
藏
o
P
ε
崖
（
葭
涼
8
ミ
弓
塞
o
宇
9
．
ω
竃
由
崎
竃
ぎ
①
）

325
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（
・
）
　
の
批
割
が
あ
る
。
そ
の
他
憲
法
成
立
に
關
す
る
一
般
書
目
と
し
て
は
亥
の
も
の
を
あ
げ
て
お
く
。

雰
至
－
’
；
Φ
O
婁
邑
勺
邑
a
良
〆
葦
ま
彗
雲
馨
・
き
－
轟
甲
一
轟
9
富
。
。
。
。
（
N
員
｛
。
。
。
。
。
。
＞
Ω
曽
旨
）
掌
o
壱
o
ら
．
Z
．
一
〇
昌
邑
9
ま
量
一

雪
9
0
ξ
O
｛
亭
O
戸
ω
ー
ミ
竃
1
－
亀
9
岩
冒
（
N
項
O
．
8
）
　
ω
9
一
窃
ぎ
σ
q
3
＞
’
呂
二
Z
①
考
≦
凧
妻
｝
O
ぎ
房
ま
＞
目
①
ユ
O
彗
雪
9
實
き
H
㊤
S

（
N
雷
里
－
0
N
蜆
）
　
　
ω
o
｝
冒
く
－
Φ
5
肉
．
■
1
↓
｝
①
O
o
目
ω
巨
ゴ
』
匡
O
目
o
｛
け
す
①
O
．
ω
．
－
H
㊤
～
ω
（
N
目
岨
H
ト
ド
ト
心
ド
⑩
仁
o
）
　
　
冨
o
－
印
冒
晩
｝
旨
冒
－
＞
’
Ω
二
＞
O
o
目
ω
片
冒
目
・

ご
o
目
巴
曽
涼
一
〇
H
く
O
｛
け
｝
①
q
．
ω
1
（
N
目
o
－
N
㊤
H
）
1
’
↓
｝
①
O
o
5
｛
o
庄
o
『
印
巨
o
昌
與
目
O
↑
す
o
O
o
目
ω
巨
け
昌
巨
o
昌
’
H
『
O
o
巳
o
上
H
べ
o
o
P
－
⑩
o
蜆
（
N
曽
実
－
杜
巳
o
ト
）
　
－
Φ
目
眈
o
昌
1

］
≦
1
．
一
庁
o
＞
H
巨
o
－
o
o
片
O
o
目
段
津
昌
巨
o
目
－
H
㊤
杜
o
　
葭
o
o
斥
o
暮
－
葭
．
O
．
－
↓
ケ
①
O
o
目
ω
一
津
自
匡
o
目
鵯
一
目
涼
↓
o
『
｝
o
｛
一
げ
Φ
ζ
1
ω
．
－
一
ベ
ベ
Φ
I
H
o
0
N
9
一
Φ
ω
Φ
　
司
葭
『
H
印
目
o
－

峯
二
↓
ぎ
軍
顯
昌
－
轟
艮
穿
o
O
o
自
ω
肇
暮
｛
冒
o
二
ま
d
l
ω
．
H
旨
ω
（
N
坪
自
9
H
ω
讐
）
　
ω
邑
豪
こ
．
＞
．
一
弓
冨
O
o
亘
ま
9
＞
冒
睾
一
〇
印
目
O
o
き
冒
・

冒
o
目
F
（
U
．
蜆
蜆
①
）
　
勺
o
『
『
ぎ
胸
↓
o
P
＜
．
■
二
竃
巴
目
O
昌
H
『
o
目
房
山
目
＞
H
目
耐
ユ
o
饅
目
↓
す
o
自
匝
目
ブ
戸
－
㊤
N
0
（
N
匡
畠
蜆
杜
“
べ
｝
杜
）
　
葭
国
H
サ
＞
一
国
二
句
o
『
目
曇
匡
o
目

o
｛
叶
す
o
q
目
山
o
P
H
↓
蜆
o
－
H
o
0
N
9
－
0
N
①
（
N
雪
塁
－
ω
伽
o
）
　
勾
與
『
H
與
目
O
竃
’
↓
サ
o
句
軸
一
巨
①
H
肋
O
｛
片
旨
①
O
o
目
蜆
饒
〔
口
巨
o
P
H
⑩
～
H
（
＞
O
．
ω
o
べ
ω
θ
o
o
）
　
　
な
お
、

憲
法
論
争
に
つ
い
て
は
、
竃
o
自
峯
印
ぎ
ρ
目
二
↓
ぎ
＞
昌
①
ユ
o
彗
宛
睾
o
－
員
一
昌
し
竃
ω
　
ω
9
ξ
－
彗
，
勾
．
H
二
霊
・
冒
旨
彗
一
彗
匹
零
三
多
目
昌
旦
；

岩
8
　
た
ど
が
あ
り
、
各
邦
に
つ
い
て
は
、
竃
o
U
o
量
貝
界
O
二
≦
握
ぎ
｛
凹
O
o
易
奉
鼻
δ
冨
一
〇
〇
暑
Φ
目
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N
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冨
）
な
ど
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童
た
當
時
の
立
役
者
の
簿
記
に
は
役
立
つ
も
の
が

多
い
が
、
ワ
シ
ソ
ト
ソ
に
つ
い
て
は
、
室
胃
多
邑
こ
。
ご
箒
o
｛
o
o
o
轟
o
峯
豊
堅
轟
↓
g
し
o
．
o
．
N
（
N
｝
墨
s
崖
）
が
最
も
よ
く
、
ハ
、
ミ
ル
ト
ソ
に
っ

い
て
は
、
匡
饅
冒
昌
8
p
＞
二
弓
ヶ
o
勺
①
o
①
『
印
＝
g
－
（
N
曽
o
ト
ベ
9
ト
㊤
べ
）
　
＞
ら
顯
冒
9
－
↓
．
o
庄
二
曽
顯
冒
＝
8
目
勺
『
－
目
o
冒
τ
伽
－
o
宍
言
印
o
房
守
o
冒
｝
ポ
ミ
ユ
巨
目
匝
膏
ω

－
竃
o
o
（
N
曽
｛
8
o
し
爵
）
　
ω
o
ぎ
ゴ
罵
5
z
二
≧
異
彗
急
H
匡
顯
昌
－
－
8
p
H
㊤
き
　
な
ど
が
あ
る
。

　
邦
文
で
は
、
藤
原
守
胤
「
ア
メ
リ
カ
建
國
史
論
」
（
昭
ニ
ハ
）
が
精
し
く
、
他
に
、
川
酉
誠
「
英
領
ア
メ
リ
カ
種
民
地
糧
立
直
後
の
蓮
合
規
約
に
麗

す
る
研
究
」
（
「
國
學
院
政
経
論
叢
」
二
の
二
）
　
同
「
米
國
糧
立
當
初
の
各
州
憲
濫
」
（
「
日
本
法
學
」
一
八
の
四
）
な
ど
が
あ
る
。
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．
潤
立
の
達
成
に
よ
つ
て
合
衆
國
に
齎
ら
さ
れ
た
経
済
的
結
果
の
中
で
、
最
初
に
あ
げ
ら
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
の
は
、
急
速
た
西
漸
運
動
の

襲
展
で
あ
る
。
植
民
の
開
始
以
來
植
民
地
は
絶
え
ず
西
方
へ
と
援
大
し
、
銑
に
濁
立
戦
箏
以
前
に
、
ア
ル
ゲ
ニ
ー
山
脈
以
東
の
定
佳
は
絡



つ
て
い
た
。
パ
リ
條
約
に
よ
つ
て
、
ア
ル
ゲ
ニ
ー
山
脈
か
ら
、
ミ
シ
シ
ツ
ピ
ー
に
至
る
廣
大
・
肥
沃
な
土
地
が
合
衆
園
の
領
土
に
認
め
ら
れ

る
や
、
西
漸
運
動
は
忽
ち
の
う
ち
に
接
大
し
て
い
つ
た
。
南
部
の
大
プ
ラ
ソ
タ
ー
、
金
融
業
者
・
製
造
業
者
な
ど
東
部
の
富
裕
階
級
の
璽

追
を
腕
し
、
自
由
を
求
め
る
人
々
は
、
大
き
な
流
れ
を
な
し
て
西
部
に
進
ん
で
い
つ
た
。
こ
う
L
て
廣
大
・
肥
沃
な
西
部
の
土
地
を
、
丁

度
満
ち
く
る
潮
の
ご
と
く
、
猫
立
自
螢
の
農
民
達
で
満
し
て
い
つ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
た
が
ら
、
西
部
の
土
地
は
、
白
由
を
求
め
る
農

民
達
を
ひ
き
つ
け
た
ば
か
り
で
は
な
い
。
當
然
、
利
欲
に
群
る
蟻
の
よ
う
な
投
機
業
者
や
、
棉
花
生
産
の
援
大
に
よ
つ
て
土
地
を
求
め
る

大
ブ
ヲ
ン
タ
ー
達
の
、
利
潤
追
求
の
封
構
と
も
な
つ
た
の
で
あ
る
。
土
地
投
機
を
め
ぐ
る
東
部
の
金
樫
階
級
と
農
民
と
の
載
い
、
プ
ラ
ン

タ
ー
と
農
民
こ
の
藪
い
が
、
濁
立
職
争
以
後
南
北
鞍
争
に
至
る
ま
で
縄
え
ず
く
り
返
さ
れ
、
そ
う
し
た
申
で
、
爽
第
に
西
都
農
民
の
政
治

的
勢
カ
の
塘
大
が
、
ジ
エ
フ
ァ
ソ
ニ
ア
ン
・
デ
モ
ク
ラ
シ
イ
、
ジ
ャ
ッ
ク
ソ
呈
ア
ン
・
デ
モ
ク
ラ
シ
イ
の
名
の
下
に
、
米
國
経
済
奥
を
大

き
く
轄
回
さ
せ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

　
か
か
る
西
部
農
民
勢
力
の
接
大
は
、
政
府
の
公
有
地
政
策
の
上
に
反
影
さ
れ
て
い
る
。
一
七
八
五
年
の
公
有
地
條
例
に
始
り
、
一
八
六

二
年
の
家
産
法
に
絡
る
一
蓮
の
政
府
の
政
策
の
愛
化
は
、
こ
う
し
た
西
部
の
成
長
と
い
う
基
盤
の
上
に
、
経
済
史
的
に
重
要
な
問
題
を
提

供
し
て
い
る
。
勿
諭
、
土
地
を
簾
債
に
働
く
農
民
の
手
に
與
え
る
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ソ
の
實
現
は
、
多
難
を
途
を
辿
つ
た
の
で
あ
る
が
、

西
部
農
民
が
着
々
と
獲
得
し
て
行
つ
た
勝
利
こ
そ
が
、
ア
メ
リ
カ
費
本
主
義
の
展
開
を
、
水
干
的
に
も
水
直
的
に
も
さ
せ
て
い
つ
た
の
で

あ
る
。
以
上
の
意
味
で
、
米
國
賓
本
主
義
成
立
史
上
の
の
構
造
的
問
題
を
老
え
る
際
に
、
西
部
の
間
題
に
は
縄
え
ず
深
い
關
心
を
携
わ
ね

ぽ
た
ら
な
い
。
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岩
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・
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な
ど
が
あ
る
。
童
た
十
九
世
紀
初
頭
に
か

け
て
活
躍
す
る
土
施
曾
肚
に
つ
い
て
は
、
最
近
霊
ξ
一
界
p
↓
ま
○
巨
o
o
9
己
寝
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勺
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黒
戸
一
お
㌣
H
O
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曽
、
H
貨
H
の
二
史
料
が
出
て
お
り
有
盆
で
あ
る
。
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